
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７次 

猿払村総合計画 
平成 28（2016）年度 ～ 平成 37（2025）年度 

 

 

さらなる豊かさの追求 

 

 

 

 

 

 

猿払村 
 



 

  



第７次猿払村総合計画策定にあたり 
 

 

私は、村長就任以来「個性と活力に溢れる地域産業づくり」、「健やかで夢や希望・生き

がいをもって暮らせるまちづくり」、「行財政改革の継続」、「人を育み思いやりの心を育て

るまちづくり」、「安心・安全で住みやすいまちづくり」、「人・もの・情報の行き交うまち

づくり」を念頭に、「誰にでもやさしいまちづくり」の実現に向けて取組みを進めています。

村民・企業・行政が一体となって、今までの取組みにより着実に進展していると感じてい

ます。 

 

現在、我が国においては急速な人口減少と少子高齢化の進行が喫緊の大きな課題となっ

ており、地方創生・地方分権の進展と重なり、こうした時代潮流を的確にとらえた行政サ

ービスを提供していかなければなりません。 

村は、総合計画を地域づくりの最上位の計画として位置づけ、これまで１９７１年以降

６次にわたって策定してきました。 

 

第７次を迎えた本計画の策定にあたっては、まちづくりへの村民参加が何よりも大切と

いう考え方のもと、総合計画策定審議会、村民アンケート、小中学生ワークショップ、団

体ヒアリングなど、様々な機会を設けて参加していただきました。 

 

今後は、１０年後の平成３７年度を目標年次として、「さらなる豊かさの追求」をテーマ

に、「豊かな産業がある村」「心豊かでステキな人がいる村」「村民の豊かな暮らしを支える

環境がある村」の実現に向けて、「しごとづくり」「環境づくり」「人づくり」の取組みを進

めます。そして魅力ある猿払村を創造し村民の方は「住み続けたい」、村外の方にとっては

「住んでみたい」と感じていただける様なまちづくりを進めていかなければなりません。 

 

喫緊の課題が山積していますが、村民ひとりひとりが主役となっていきいきと暮らし、

手と手とを取り合って協力していくことで前進させていきたいと考えています。 

結びに、本計画の策定にあたりご協力いただきました審議会委員のみなさま、村民のみ

なさま、関係者のみなさまに感謝申しあげます。 

 

平成２８年３月 

 

 

 

 

猿払村長 

伊 藤 浩 一  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村 民 憲 章 

 

『わたしたちは、幾多の先達者が厳しい自然条件の中で創り上げた、ゆたかな海とめぐみの大地、

「猿払村」を誇りとします。草原を渡り来る暖かい風のように人々に接しながら、この「ふるさと」

の未来に向かって村民皆で力を合わせ、この憲章を実践します。』  

 

●自然を守り たくさんみどりを ふやしましょう 

●よく学び 教養と希望を ひろげましょう 

●よく働き つくるちからを そだてましょう 

●健康で 元気な暮らしを つくりましょう 

●正しい心で きまりを まもりましょう 

 

 

 

村のシンボル 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

むらの木 ナナカマド むらの花 コケモモ むらの魚 イトウ 
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１ 第７次猿払村総合計画について 

（1）計画策定の趣旨 

いま、日本全国では人口減少・少子高齢化社会を迎えつつあり、現在猿払村においてはその波は

比較的緩やかですが、今後その懸念は深刻さを増していくことが予想されています。 

猿払村では、平成 23 年度から平成 27 年度の 5 年間を計画期間とした第 6 次総合計画において、

「北方に輝く地域力の源泉 ふるさと猿払」の実現を目標とし、広域的かつ計画的な視点に立ち、

地域の特性を活かした個性あふれる魅力ある地域づくりを進めてきました。 

しかし、人口減少・少子高齢化社会をはじめとした猿払村を取り巻く環境は刻一刻と変化してお

り、今後、様々な局面において、猿払村の将来をしっかりと見定めつつ、地に足をつけてそれらの

変化に的確に対応していくことが求められます。 

また、こうした社会情勢の中においては、猿払村に暮らす村民が一体となりながら、将来に向か

ってともに歩んでいくことが重要であり、それが、村全体のさらなる豊かさにつながっていくと言

えます。 

そのため、第 7 次猿払村総合計画をよりどころとし、人口減少・少子高齢化社会の到来にしっか

りと対応しながら村民・事業者・行政が一体となってまちづくりを進め、村民だれもが豊かに幸せ

に暮らすことができる村にしていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第７次猿払村総合計画の役割 

猿払村が、村民・事業者・行政が互いに連携・協力し、よりよい村をつくっていくためには、村

の将来像とその実現に向けた手立て、そしてそれぞれがなすべきことを共有することが不可欠で

す。 

第 7 次猿払村総合計画は、猿払村を取り巻く環境の変化に対応しながら、村民・事業者・行政そ

れぞれが事業や取組みを着実に進めていくための目指すべき将来像やそれに向けた手立てであり、

それを共有するためのものです。また、今後の人口減少に伴う村の財政面の懸念も考え、予算編成

や政策評価制度と連動し限りある財源や資源を有効に活用しながら、より多くの効果を生み出すた

めの計画となります。 
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（２）計画の構成と期間 

本計画は、「基本構想」、「基本計画」及び「実施計画」で構成し、計画期間は、平成 28(2016)年

度～平成 37(2025)年度の 10 年間とします。 

「基本構想」には、村民・事業者・行政が互いに連携・協力しながらまちづくりを進めるうえで

不可欠な進むべきまちづくりの方向性を共有するため、10 年後に向けた村のまちづくりのテーマ

と将来像を掲げるとともに、その将来像をともにつくっていくために連携し、力を入れて取組んで

いくべきことを示します。 

また、「基本計画」は基本構想に基づき、将来に向けてやるべきこととして、分野ごとの方向性と

施策を示します。 

 

■第 7 次猿払村総合計画の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■計画期間の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

H28 

(2016) 

H29 

(2017) 

H30 

(2018) 

H31 

(2019) 

H32 

(2020) 

H33 

(2021) 

H34 

(2022) 

H35 

(2023) 

H36 

(2024) 

H37 

(2025) 

 

 

 

基本構想（10 年） 

実施計画 後期（5 年）※H32 策定作業 実施計画 前期（5 年） 

◆猿払村のまちづくりのテーマ 

猿払村が総合的にまちづくりを進める際に、行政そして村民一人

ひとりが大切にする考え方を示します。 

◆猿払村の将来像 

まちづくりのテーマをもとに、これから 10 年間で猿払村が目指す

将来の姿です。 

◆猿払村のまちづくりの進め方 

将来像の実現に向けて、どのようなことをどのように取組んでい

くか、まちづくりを進める考え方を示します。 

◆分野別の施策 

基本構想に基づき、将来像の実現に向けた 25 分野の各施策と方向

性です。 

基本構想 

基本計画 

実施計画 

◆施策ごとの事業 

基本計画に基づき、5 年間を目安として取り組む具体的な事業で

あり、各年度の予算編成や事業執行の指針となります。 

水産業／農林業／商工業／地域ブランド／観光／情報発信／自然環境／土地

利用・施設配置／住宅環境／社会基盤／消防・防災・交通安全／医療・救急／

地域福祉／高齢者福祉／障がい者福祉／健康づくり／子育て・児童福祉／学校

教育／生涯学習／歴史・文化／スポーツ・レクリエーション／国内外交流・村

内交流／地域コミュニティ・住民自治／移住定住／行政基盤 

基本計画（10 年） 
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２ 猿払村のまちづくりが目指すこと 

（１）これからのまちづくりで求められること 

 

人口減少への対応、特に村内の雇用創出が最重要です 
猿払村では、全国や他市町村と比べ緩や

かながらも将来的には人口が減少していく

ことが懸念されています。人口減少対策と

しては、結婚・出産・子育てしやすい環境づ

くりはもちろんですが、そのための経済的

な背景として雇用を生み出していくことが

最も重要な課題となっています。 

そのため、今後は、猿払村の資源を活か

し、一次産業を中心とした加工などにより

雇用を創出するとともに、その居住環境の

整備なども合わせて総合的かつ計画的に進めていかなければなりません。 

 

一次産業の安定した経営を継続しながら強化発展させることが求められます 
猿払村の基幹産業は、ホタテの増殖事業を中心とした漁業

と、冷涼な気候と広大な土地を活用した酪農業です。しかし、

漁業は近年、後継者育成が進められていますが、酪農業にお

いては酪農家の高齢化などに伴う後継者不足が深刻化して

おり、今後も継続した後継者対策が課題となっています。こ

れらの取組みを含めて、現在豊かな村を支えている一次産業

の安定経営、さらには強化発展が求められています。 

 

集落が分散する猿払村の住民の生活を支える機能確保と土地利用に取組まな

ければいけません 
猿払村は広大な土地に集落が分散しており、限界集落化

が懸念される集落も見られます。加えて、特に高齢者の日

常生活での移動の困難や、公共施設の統廃合等の検討の必

要性も現実味を増してきています。 

これからの人口減少・少子高齢化社会に対応し、村内の

交通や病院・商店など村民の生活を支える機能向上とコン

パクトなまちづくりを視野に入れながら、計画的に土地利

用を検討していかなければなりません。特に商業について

は衰退が著しく、商店等の後継者不足などから存続が危ぶ

まれており、村民の生活を支える機能をしっかり確保していくことが必要です。 
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生産年齢人口（15～64歳） 65歳以上（老年人口）
出典：国勢調査・社人研

の将来推計

推計

小石
・66人
・44世帯

知来別
・336人
・127世帯

浜鬼志別
・596人
・223世帯

芦野
・116人
・47世帯

浅茅野
・92人
・45世帯

狩別
・31人
・9世帯

浅茅野台地
・154人
・51世帯

豊里
・13人
・5世帯

猿払
・51人
・25世帯

浜猿払
・180人
・87世帯

鬼志別
・1,190人
・557世帯

：人口1,000人～

：人口300～1,000人

：人口100～300人

：人口100人未満

出典：国勢調査（平成22年度）
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子育てしやすい環境が整いつつあります 
人口減少が懸念される中、猿払村では年少人口（0 歳～14 歳）

の急激な減少は予測されていませんが緩やかに減少する見込

みです。子育てに関しては、近年では共働きの夫婦の増加に伴

い、猿払村でも低年齢児の保育の利用が増えています。 

そのような中、子育てしやすい環境を目指し、待機児童ゼロ

の体制や保育料の引き下げなどを実施しています。また、子育

てには村民も注目しており、保育所での子育てボランティアが

増加しており、ボランティアの気運が高まっています。 

 

ふるさと猿払を支える豊かな心の醸成と人づくりが望まれます 
まちづくりは人づくりというように、村民の猿払村に対する誇りや愛着を育むことが今後のま

ちづくりでも必要となります。現在、村の子どもたちは音楽やスポーツに積極的に取組んでおり、

子どもから大人まで生涯学習に触れる機会も多くあります。今後も、芸術や音楽、スポーツなど

を充実させることで豊かな人づくりを進めることが求められます。 

また、村民みんなが猿払村のために知恵を出し合い情報を共有しながら、自らができることを

実践できるよう村民の協働の意識と活動を充実させることが、新しいまちづくりにつながります。 

 

専門的な人材の確保が急務となっています 
人口減少による人材の不足や若い世代の流出などにより、猿払村のあらゆる場面で人材の確保

が急務となっています。高齢者の割合が増えてくるなか、猿払村に暮らす誰もがこれからも幸せ

に住み続けられる環境づくりには医療や福祉が重要であり、特にこれらの専門職の人材不足は、

サービスの低下に直結することから優先的な確保が求められています。 

 

人口減少対策・地方創生に向けた総合的なまちづくりが求められます 
我が国では、東京への人口の一極集中と地方の人口減少・少子高齢化が顕著となり、人口減少

に対応した地方創生を掲げ、各市町村が特色を生かし自立していくことが求められています。 

猿払村では、安定した産業の継続的な振興と、一次産業を中心とした雇用創出が人口減少対策

の柱となり、それと連動した住居の確保や生活環境の向上、子育てしやすい環境づくりなどを同

時に進めていかなければなりません。また、集落の維持や公共施設のあり方、土地利用など様々

な課題もあり、これらについても視野に入れつつ検討することが必要となっています。そのため、

分野ごとの取組みを着実に進めることはもちろん、関連しあう分野や施策については総合的にま

ちづくりを進めていくことが求められます。 
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（２）猿払村のまちづくりのテーマ 

猿払村の特徴を踏まえつつ、今後の社会情勢を視野に入れ、これからの 10 年間、村民みんなが

心に留め、一体となってまちづくりを進めていくためのテーマを以下のように掲げます。 

 

 

 

 

 

 

 

猿払村は、北海道の北端に程近く位置し、豊かな自然に囲まれた漁業と酪農

業の一次産業が盛んな村です。先人の知恵と努力によって苦難の時代を乗り越

えてきた漁業と酪農業は、豊かな村を支える基幹産業となっており、一次産業

がしっかり根付いた村と言えるでしょう。 

しかし、“豊かさ”には、産業や所得のみならず、そこに住まう人々の心と体

の健康や、様々な人のつながりによるコミュニティ、文化的な享受、暮らしの

中での自己実現と社会貢献、安心して幸せに生活を送ることができる環境、厳

しいながらも変わりゆく四季を感じることができる自然など、都会と比べると

不便な点はあるけれど、田舎ならではの充実した暮らしなど、多様な要素があ

ります。 

これから人口減少が免れない社会情勢においては、このような様々な豊かさ

の種を村民みんなで育て、磨きをかけていくことが大切になります。 

そのためにも、これまで培ってきた産業や暮らしをしっかりと受け継ぎ、こ

れらを守り育てながら、さらに高みを望むことで、村民一人ひとりの真の豊か

さを追求していきます。 

猿払に生まれ、ここに暮らす人々が、いつまでも豊かさを感じながら、猿払

に誇りを持ち、幸せに住み続けることができる、誰にでもやさしいまちづくり

をめざします。 

 

 

 

 

 

さらなる豊かさの追求 

村民一人ひとりの暮らし、なりわい、自然、村全体、そして、こころも豊かにする 
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子どもがあこがれる 

カッコいい大人が 

いつも身近にいる 

村民同士のコミュニティが醸成され、

村内の多世代の交流が生まれている 

猿払で生まれ育った 

子どもが将来的にも 

ふるさと猿払で働くこと 

ができている 

漁業や酪農業が、 

いつまでも安定し、 

豊かに発展している 

子どもから高齢者まで、 

誰もがいきいきと 

心豊かに暮らしている 

小さな村ならではの 

国内・海外との 

多様なつながりがある 

村の資源と村民の取組みが 

村の中で循環し、村民の 

豊かな暮らしを支えている 

村民みんな猿払が好き 

村外の人が憧れる猿払 

さらなる 

豊かさの追求 

これまでも、これからも 

豊かな自然があふれている 

子どもが夢を 

持って元気に 

暮らしている 

新しい産業が生まれ 

村外との交流が盛んに 

行われている 

身近に文化的な 

活動に触れること 

ができる 

心安らぐ安心した 

楽しい暮らしができる 

ひと・もの・情報の 

交流があふれている 

猿払村の新しいまちづくりで、さらなる豊かさを追求していきます 
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（３）猿払村の将来像 

猿払村のまちづくりのテーマ「さらなる豊かさの追求」を目指すためには、いま豊かな村を支え

ている産業をこれからもしっかりと維持し、さらに展開していくことが不可欠であり、村民の雇用

にもつながる経済的な背景を確実にしてきます。 

また、安定した豊かな産業をつくるためには、住まいや生活環境など村民が安心して暮らすこと

ができる環境も必要であり、村民の豊かな暮らしを支える環境がある村をつくります。 

一方で、産業や環境を育て守るのは、猿払に暮らすわたしたち村民です。豊かな産業、豊かな暮

らしに囲まれながら、心豊かな人づくりを進めていきます。 

このように、「豊かな産業がある村」「村民の豊かな暮らしを支える環境がある村」「心豊かでステ

キな人がいる村」を将来像として掲げ、猿払村ならではの豊かさを追求していきます。 

これらは、将来的にも猿払村が猿払村であり続けるための目指すべき姿です。そして、村民・事

業者・行政が一体となって取組むための目標です。この将来像の実現への取組みを通して、誰にで

もやさしいまちづくりを進めていきます。 

 

■猿払村の将来像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※この 3 つは、猿払村がこれからのまちづくりで「目指す姿」であり、かつ、実現に向けて取組む「目標」です。 

豊かな産業がある村 

～仕事づくり～ 

心豊かで 

ステキな人がいる村 

～人づくり～ 

村民の豊かな暮らしを 

支える環境がある村 

～環境づくり～ 

●産業が活発で雇用が生まれてい

ます 

●観光や情報発信で猿払の良さを

伝えています 

●村で働くことに希望があります 

●子どもから大人までいきいきと

魅力的な人がいます 

●人と人との交流の相乗効果がう

まれています 

●子どもが憧れる大人がいます 

●村を誇りに想う心があります 

●暮らしを支える生活基盤があります 

●人が移り住むことができる住宅があ

ります 

●しかるべきときにサービスを受ける

ことができます 

●産業の礎となり人をひきつける豊か

な自然があります 

誰にでもやさしいまちづくり 
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猿払村が過去の貧しい時代を乗り越えることができたのも、課題を共有す

る一体感や人の知恵があったからです。現在、猿払村は人口減少を含め様々

な課題に直面しており、今後も、様々な問題が出てくることが予想されます。

それに対応するためには、それらの問題を解決できる“人”が重要となりま

す。 

そのため、子どもの育ち・学び・成長の過程で、保育と教育、生涯学習が

しっかりと連携することや、スポーツや歴史・文化、地域活動を通して人々

が活発に交流することは、自立した豊かな人や魅力的な人を育んでいくこと

につながります。 

子どもにとって、大人が生き生きと働き、魅力的であることはとても重要

です。その体験を通して生きる目標を持ち、村を誇りに思う心が育ちます。

誇りとする親の職業を継ぎたい、村で生活し続けたい、いつか村に戻って村

のために何かしたいと思う心につながります。子どもから大人まで心豊かな

人づくりを進め、ステキな人がたくさんいる村を目指し、次世代でも豊かさ

を追求する村へと成長していきます。 

猿払村は、豊かな自然に恵まれた環境の中、漁業と酪農業が基幹産業とし

て村を支えており、この一次産業は、これからの将来においても村の活力の

柱となります。 

そのため、今後も漁業と酪農業を継続して振興していくことに加えて、そ

れらを中心としながら、商業や観光などに展開しながら発展・強化させてい

くことで、さらに豊かな産業がある村を目指します。 

これは、子どもたちが働きたいと思う魅力のある仕事や雇用環境を創るこ

とにつながり、そうすることで猿払村の産業が次世代へしっかりと受け継が

れていくとともに、人材の流出を防ぐことにもつながります。 

今後も村の産業振興にしっかり軸足を置き、産業を安定させ、さらに発展

させることで雇用を確保する豊かな産業がある村を目指します。 

猿払村は、広大な土地に集落が分散しており、人口が少ない集落では、地

域コミュニティの低下や交通利便性による日常生活への支障などの課題が

出てきています。 

村民のだれもが安心して豊かに村で暮らし続けることができるように、生

活基盤や住宅環境などの整備はもちろん、医療や福祉のサービスの向上、防

災や消防など、村民の豊かな暮らしを守り支える環境づくりを進めます。 

また、村のシンボルである希少種イトウに代表される豊かな自然、漁業や

酪農業のさらなる強化の基盤でもある自然環境も保全を進めます。 

このように、村民が生き生きと豊かに暮らすことができる環境がある村を

目指します。 

豊かな産業が 

ある村 

村民の豊かな 

暮らしを支える 

環境がある村 

心豊かで 

ステキな人が 

いる村 

仕事づくり 

環境づくり 

人づくり 
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水産業

自然環境

地域ブランド

情報発信

土地利用・
施設配置

社会基盤

国内外交流
・村内交流

商工業

観光

農林業

消防・防災
・交通安全

行政基盤
移住定住

住宅環境

豊かな産業がある村

村民の豊かな暮らしを
支える環境がある村

心豊かでステキな人
がいる村

さらなる
豊かさの追求

地域福祉

生涯学習

医療・
救急

障がい者
福祉

健康づくり

子育て・
児童福祉

学校教育

高齢者
福祉

歴史・文化

スポーツ・
レクリエー
ション

地域
コミュニティ
・住民自治

仕事づくり

環境づくり

人づくり

３ 猿払村のまちづくりの進め方 

（１）将来像の実現に向けた２５の施策 

将来像の実現に向けて、分野ごとで進める取組みを以下のとおり 25 の施策として掲げます。 

これらは、将来像へ向かう上で、必要かつ重要な分野ごとの取組みです。これら分野ごとにそれ

ぞれの取組みを着実に進めていきます。 

なお、25 の施策は、将来像（目標）に向かって互いに関連しているものであり、それぞれでの取

組みを視野にいれ、各分野でしっかりと進め動かしていくとともに、各分野での取組みそれぞれが

連動しながら効果的に進めていきます。 

 

 

■将来像へと向かう２５の施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※分野ごとに将来像を目指す取組みを施策としています。 
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■３つの目標に向けた施策の関連と取組み方 

「仕事づくり」「環境づくり」「人づくり」の 3 つの目標に向

けた施策は、相互に関連しあうと同時に、それぞれから始まる

まちづくりを進めていきます。 

猿払村のさらなる豊かさを追い求めていくため、波及効果や

次のステップを考えながら取組みます。 

 

【それぞれの目標から始めるまちづくりイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水産業

自然環境

地域ブランド

情報発信

土地利用・
施設配置

社会基盤

国内外交流
・村内交流

商工業

観光

農林業

消防・防災
・交通安全

行政基盤
移住定住

住宅環境

豊かな産業がある村

村民の豊かな暮らしを
支える環境がある村

心豊かでステキな人
がいる村

さらなる
豊かさの追求

地域福祉

生涯学習

医療・
救急

障がい者
福祉

健康づくり

子育て・
児童福祉

学校教育

高齢者
福祉

歴史・文化

スポーツ・
レクリエーション

地域コミュニティ
・住民自治

仕事づくり

環境づくり

人づくり

仕事
づくり

環境
づくり

人
づくり

START

仕事
づくり

環境
づくり

人
づくり

START

地域経済のベースとなる「仕事

づくり」として、雇用の創出を進

めると同時に、雇用者を受け入

れる住居環境や生活機能の確保

を進め、さらには村内での活発

な交流などを図ることが重要と

なります。 

村民の暮らしを支える「環境づ

くり」では、集落の維持や医療・

福祉などを進めることに加え、

それを支える村民の意識や活動

の活発化も重要となり人づくり

もあわせて進めていくことにな

ります。 

仕事
づくり

環境
づくり

人
づくり

START

まちづくりの主役となる「人づ

くり」として、子育ての充実や教

育環境の向上などを進めること

は、ふるさと意識の醸成や移住

定住につながり、猿払で働きた

い村民や移住者のための仕事づ

くりや暮らしやすい環境づくり

を同時に進めていくことになり

ます。 
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（２）10 年先を見越したこれからのまちづくりの考え方 

猿払村を取り巻く社会情勢は、人口減少・少子高齢化をはじめとして刻一刻と変わりつつあり、

漁業・酪農業を中心とした豊かさがある今ですが、向こう 10 年、20 年先の永続的な猿払村の存

続を考えると、将来を見据えて今から戦略的に手を打つことが必要です。 

なお、そのような状況にあるなか、村の 1 次産業が好調な今だからこそできることがあり、そ

れは、猿払村の強みでもあり可能性でもあります。 

将来の猿払村を今と変わらず、さらに魅力のある村として次世代に受け継いでいくため、まち

づくりのテーマと将来像に向けて、新しいまちづくりに挑戦していきます。 

 

人口減少・少子高齢社会にしっかりと対応し、柔軟に取組みます 
猿払村には、豊かな自然や安定した 1 次産業、小さい村だからこその地域のつながり、さら

にはそれらを支える魅力ある人材など様々な魅力が多くあります。また、将来像の実現に向け

ては、25 の施策をより効果的に組み合わせ、連携していくこととしています。 

今後も深刻化する人口減少・少子高齢社会においては、従来型の縦割りのまちづくりにとら

われず、また、分野に縛られることなく、今ある魅力と可能性をさらに引き出し活用しながら、

社会情勢に対応した柔軟なまちづくりに取組みます。 

 

10 年後さらにはその先を見据えた次の一手となる新しい展開に挑戦します 
現状、ホタテ漁を中心に豊かな産業がありますが、将来にわたっても継続されるかは誰もわ

かりません。今ある産業をしっかり維持・発展させていくことはもちろん、10 年先を見越した

新しい展開に取組むときがきています。 

そのため、10 年後、さらにはその先の持続可能な村を目指して、さらに豊かで幸せな暮らし

を創造するため、次の一手となる新たな取組みや展開に挑戦していきます。これは、一長一短

で成し得るものではなく、長期的な視点を持ち、今のうちから先導的に、かつ一歩ずつしっか

り着手していきます。 

 

メリハリのある戦略的な取組みと行財政を連動させます 
将来的な人口規模の縮小によっては村の財政も厳しくなっていくことが予想されます。 

そのため、村民の暮らしを支える社会基盤となる施策をしっかりと継続させながらも、新た

な一手となる取組みなど戦略性を持って進めます。そして、その戦略的な取組みに対して、限

りある財政と連動させ、メリハリをつけて効果的に運用しながら実践していきます。 

 

地域のつながりや村民のチカラを原動力に、着実に計画を動かします 
人口減少が免れない社会におけるまちづくりは、行政のみでは進められるものではありませ

ん。将来像の実現に向かって、村民・事業者・行政が一体となってまちづくりに取組むことが

必要です。特に、地域での村民同士のつながりや村民が誇りや愛着を持って取組む意識や活動

は、まちづくりの大きなチカラです。 

そのため、村民みんながそれぞれできることを少しずつでも実践しながら、行政と連携し、

この計画をしっかりと動かしていきます。 
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こんな村になったらいいな ～猿払村の小学生・中学生の想い 

この総合計画の策定にあたり、猿払村の将来を担う小学生と中学生に、「将来の自分と猿払村」

について考えてもらいまいた。子どもたちの夢と願いがこもっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生 
（6 年生） 

中学生 
（3 年生） 

※これらは、平成 26 年 11 月 13 日に村内の小学生 6 年生、平成 26 年 11 月 21 日に拓心中学校の 3 年生によって

実施した「さるふつと自分の未来を考えるワークショップ」で子どもたちが作った未来シートです。 
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４ 総合計画の体系（２５の施策別の基本方針） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 水産業 

２ 農林業 

３ 商工業 

４ 観光 

５ 地域ブランド 

６ 情報発信 

７ 自然環境 

８ 土地利用・施設配置 

13 地域福祉 

19 生涯学習 

23 地域コミュニティ・協働 

25 行政基盤 

21 スポーツ・レクリエーション 

17 子育て・児童福祉 

15 障がい者福祉 

10 社会基盤 

24 移住定住 

22 国内外交流・村内交流 

20 歴史・文化 

16 健康づくり 

18 学校教育 

14 高齢者福祉 

11 消防・防災・交通安全 

９ 住宅環境 さ
ら
な
る
豊
か
さ
の
追
求 

豊かな産業がある村 

村民の豊かな暮らしを 

支える環境がある村 

心豊かで 

ステキな人がいる村 

12 医療・救急 

テーマ 将来像 将来像の実現に向けた 25 の施策（分野） 



14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策分野別の基本方針 

安全操業と生産基盤の強化／水産加工の強化と雇用確保 

／ ／ ／ ／

企業や商店の維持・活性化／商業の機能強化／村内消費拡大 

／ ／ ／

新たな商品開発の体制整備／商品の安定的な生産／特産品の PR 強化 

情報発信の充実／村外への積極的な情報発信 

河川維持及び海岸浸食対策の推進／自然公園及び自然環境の保全・活用／地域全体で取組む環境意識の醸成 

計画的な土地利用の推進／公共施設の適正管理と有効活用 

安全で機能的な道路網の整備と維持管理／公共交通の利便性向上／適切な上下水道の整備と維持管理／情報通信基盤の安

定的な稼働と維持管理／ごみの減量化と適正処理の推進／新たなエネルギーの活用／公園施設の整備 

消防及び防災の体制整備・充実／交通安全の推進／防犯の推進 

自立した病院の経営基盤の確立／地域医療体制の充実／救急救命体制の整備 

地域ケア体制の充実／福祉のまちづくりの推進／福祉サービスの提供充実／福祉事業の推進 

高齢者の生活の充実／日常生活の持続に向けた取組みの充実／在宅生活等の支援充実／高齢者福祉等施設の建設 

障がい者福祉サービスの充実／障がい者の社会参加の促進／障がい者の暮らしやすい環境づくりの推進 

生活習慣病予防の推進／母子保健事業の推進／健康づくりの推進 

多様な保育サービスの提供／地域や家庭での子育て支援環境の向上と体制の構築／子育てや児童に関わる施設の整備と維

持管理／特別支援教育の推進 

一貫性のある教育の推進／特色のある創造的な教育の推進／特別支援教育の周知と推進／教育環境の向上・充実 

多様な生涯学習ニーズへの対応／生涯学習環境の整備 

歴史の保全・活用／芸術文化に触れる機会の充実／村民主体の活動の支援 

活動団体の育成／活動機会の充実と提供 

国際交流の推進／国内交流の推進／村内交流の推進 

地域コミュニティ活動の推進／協働のまちづくりの促進／男女共同参画の推進 

地域おこし協力隊の募集促進／移住体験等の充実／移住定住に関する情報発信 

行政組織の効率化／行財政基盤の健全化／広域行政の推進／社会保障制度の充実 

公営住宅の整備と適切管理／民間活力を活用した住居環境の確保／持家取得支援や空き家対策の実施 
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猿払村の笑顔
た か ら

たくさん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基 本 

計 画 
 

平成 28(2016)年度 ～ 平成 37(2025)年度 
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分野別の施策の見方 
 

基本計画では、基本構想に掲げた 3 つの将来像に向けた 25 分野における各施策の内容

を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各施策の番号と名称です。 

名称は、分野であり、分野ご

との取組みです。 

施策分野に関する猿払村の

現状と課題について記載し

ています。 

現状と課題を踏まえ、将来を

見据えて施策の取組みを進

める上で重要となる視点を

記載しています。 

施策の取組み推進における

基本姿勢の元となります。 

施策分野での各取組みの基

本的な方針を示しています。 

各分野の基本方針を進めて

いく中で、他分野との連携や

効果の波及など、特に関係性

が強い分野を示しています。 

これは、基本方針に基づいた

取組みを進める上で念頭に

おくべき関連分野となりま

す。 
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施策分野の現状と課題を踏

まえた、将来像に向けて取組

む際の基本的な目標です。 

村民・事業者・行政が共有す

る施策の目標です。 

施策分野の基本的な方針と

それに向けて進めていく主

要な取組みです。 

主に行政が行う取組みを示

しています。 

施策分野において、基本目標

に向けて、「村民」及び「事

業者」がどのようにかかわっ

ていくのか、それぞれのかか

わり方を示しています。 

しっかりと協働で進めるこ

とが求められます。 

施策分野での取組みの成果

を図る指標です。 

現状に対する目標値に向け

て取組みを進めていきます。 
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■現状と課題 

 

村の水産業は、ホタテの資源管理型漁業をはじめ、

毛ガニやサケ・マスなどが主要な魚種となっており、

特にホタテについては、全国的に有名で、稚貝を放

流・育成し、安定的な水揚げを確保しています。 

しかし、猿払村漁業協同組合や水産加工会社で生

産された加工品は全国に多く流通されているもの

の、村内での加工量の更なる増加や加工品の高付加

価値化の必要性は高く、地域競争が激化している社

会情勢の中では、今後の重要な課題となっています。 

また、漁業及び水産加工に携わる就業者は多く、村の雇用を支えている一方で、水産加工においては、

村民はもとより国際交流として外国人研修生の受入にも力を入れていますが、通年雇用の機会が少ない

ほか、村外からの夏季のみの季節労働者の人手に頼っている一面もあります。 

加えて、今後の安全操業を支える生産基盤では、漁業の高度化のため漁船の大型化や衛生管理重視等

の理由により漁港が狭隘しており、施設の老朽化なども進んでいることから漂砂対策とともに継続した

漁港整備が課題となっています。 

村民意向としても、「水産資源の保全と漁場の保全、整備」や「水産物の加工技術の強化」への期待は

高く、水産業の振興が求められています。 

 

■重要な視点 

 

 

 

 

 

 

■基本方針と他施策との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 水産業 

安定的な水揚げ 
の継続 

水産加工の強化 
（通年を通した雇用） 

安定操業と生産基盤の強化 

水産加工の強化と雇用確保 

3．商業 

4．観光 

5．地域ブランド 

9．住宅環境 

24．移住定住 

【基本方針】 【関連する施策】 
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■基本目標 

安定的な水揚げと水産品加工の強化による雇用創出により、水産業をさらに発展させ村民の暮らし

を守ります。また、水産加工の強化による雇用創出と連動して生活環境の整備を進め、移住しやすく

することで産業のさらなる活性化と豊かな村を目指します。 

 

■基本方針と主要な取組み 

 

基本方針１ 安全操業と生産基盤の強化 

安定的な水揚げを確保し続けるための基盤として漁港整備に向けて関係機関と協議するとともに、

漁場環境の向上を図り、安全・安定的に操業できる環境づくりを進めます。 

（1）安定生産に向けた関係機関との連携 

（2）漁港機能向上と安全操業に向けた漁港整備の要請 

（3）良好な漁場環境の維持 

 

基本方針２ 水産加工の強化と雇用確保 

村で獲れた水産品の村内での加工量を増やすため、加工場の整備などを促し水産加工の体制を構築

するため、通年での雇用など新たな雇用形態に向け関係機関と協議します。 

（1）村内での水産加工の仕組みづくりに向けた関係機関との連携 

（2）冬季雇用の確保に向けた協議 

 

■村民及び事業者のかかわり方 

【村 民】地場産品の購入と PR 

安全操業への意識の高揚 

【事業者】安全操業の徹底 

後継者の育成 

 

■成果指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標 現状値 目標値 

漁船海難事故発生数 0 件 0 件 

トド・アザラシ駆除頭数 1 頭 15 頭 
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■現状と課題 

 

猿払村の広大な牧草地を利用した酪農業は、農

家数 150 戸、従業者 650 人以上あった昭和 50 年

代から、近年では高齢化の進行や後継者不足など

から、農家戸数及び従事者数は減少傾向にありま

す。また、牛舎などの酪農関連施設の老朽化も顕

在化しつつあり、今後は、それらの対策とともに、

新規就農者・後継者対策の強化が求められます。 

生産された生乳の一部は、猿払村畜産振興公社

で乳製品への加工が展開されていますが、新たな

商品開発や、より付加価値を高めたブランド化が

今後の課題となっています。また、それらの商品開発や加工技術の向上に向けた「牛乳と肉の館」を活

用した生産体制や生産環境の強化充実も求められています。 

また、猿払村では、かつて林業を行っていた時期もあることから、森林の機能の発揮とその可能性を

検討することも求められています。 

 

■重要な視点 

 

 

 

 

 

 

■基本方針と他施策との関連 
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189 179

0

50

100

150

200

250

H12 H17 H22

2000 2005 2010

（戸・人）
農家戸数と農業従事者数

農家数 従事者数

２ 農林業 

酪農業の 

担い手対策 

森林の多面的機能

の拡充 

安定した農業経営の確立 

酪農業の担い手確保 

3．商業 

4．観光 

5．地域ブランド 

7．自然環境 

10．社会基盤 

【基本方針】 【関連する施策】 

安定した酪農業の

継続 

酪農業の加工の展開と推進 

良好な農村環境づくり 

多様な森林整備の検討 24．移住定住 

出典：農業委員会委員選挙人名簿、 

東宗谷農業協同組合乳牛頭数一斉調査 
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■基本目標 

良好な農村環境の保全を進めるとともに、酪農業の担い手を確保し、継続的な酪農業の安定経営を

目指します。また、良質な生乳を生かした乳製品のブランド化などの新たな事業を展開し、より一層

の酪農業の振興を図ります。 

 

■基本方針と主要な取組み 

 

基本方針１ 安定した農業経営の確立 

草地基盤の強化を継続し、安定した農業経営の確立に向けた環境づくりを進めます。 

（1）草地基盤の適正な維持管理  （2）村営牧野の機能拡充 

 

基本方針２ 酪農業の担い手確保 

酪農業の担い手不足に対して、酪農家を支援する仕組みを充実させるとともに、後継者や新規就農

者確保のための支援や情報発信を強化します。 

（1）酪農家の後継者対策の推進  （2）酪農ヘルパーの確保・充実 

（3）酪農に関わる情報発信の強化  （4）新規就農を促すセミナーやフェアへの参加 

（5）関係団体との連携強化 

 

基本方針３ 乳製品の加工の展開と推進 

加工品の生産体制を強化し確立させるとともに、乳製品の新たな商品開発を進め、ブランド化を図

ります。 

（1）乳製品の生産体制の確立   （2）新たな製品の開発 

 

基本方針４ 良好な農村環境づくり 

酪農業の生産性向上に向けて、酪農家のニーズに対応した農村環境を協働により整備します。また、

酪農業の基盤整備も着実に進めます。 

（1）酪農家と協働での農村環境整備  （2）農道等の基盤整備 

 

基本方針５ 多様な森林整備の検討 

森林の生育環境の向上を継続させるほか、新たな森林資源の活用などの検討を行います。 

（1）生育環境の向上推進   （2）林業の可能性の検討 

 

■村民及び事業者のかかわり方 

【村 民】農業に対する理解向上  植樹意識の向上と植樹への参加 

【事業者】経営体質の強化   良好な生産環境の維持（整備） 

 

■成果指標 

 

 

 

 

指標 現状値 目標値 

村営牧野への預託頭数 年間延べ 410,000 頭 年間延べ 410,000 頭 

草地整備面積 250ha 300ha 
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■現状と課題 

 

村内は集落が分散していることから商店や飲食店

も点在しており、経営者の高齢化や消費減少などに

より商店数の減少が進み、また、村外事業者による

宅配販売の充実もあり、商業の衰退が著しい現状に

あります。一方で、商店のない集落もあり高齢者を

中心に買い物を支援する交通手段の充実が求められ

ます。 

買い物の利便性は村民のニーズも高く、村民の生

活に必要な機能としても、村民の暮らしを支える商

店等を維持することが求められます。また、商店街

などのまちの顔となる拠点やイメージがないことが

課題となっています。 

工業においては、水産加工業を主とした製造業が

多いなか水産業との連携が求められ、建設業等にお

いても、企業や関係団体との連携促進などの支援を

進めることが求められます。 

商業についても、村民による買い支えなどを積極的に進め、商業を維持していくことが重要です。 

 

■重要な視点 

 

 

 

 

 

 

■基本方針と他施策との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 商工業 

企業の強化・安定 
住民生活に必要な 

機能の維持 

企業や商店の維持・活性化 

商業の機能強化 

4．観光 

5．地域ブランド 

8．土地利用・施設配置 

【基本方針】 【関連する施策】 

商業の衰退の抑制 

村内消費拡大 
22．国内外交流・村内交流 

24．移住定住 
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■基本目標 

村民の生活を支える商業の維持を進め、村での暮らしの環境を向上させます。 

また、村全体で商業維持に取組むことで、村への愛着の醸成、さらには商業の担い手確保にもつな

げます。 

 

■基本方針と主要な取組み 

 

基本方針１ 企業や商店の維持・活性化 

企業間の連携や商店の後継者対策などを通して、企業や商店の維持・活性化を図ります。 

（1）企業に対する支援 

（2）商業・商店の後継者対策 

（3）企業間の連携の促進 

 

基本方針２ 商業の機能強化 

村民への複合的なサービス提供など商業の機能強化を図ります。 

（1）行政と連携した見守り体制の維持 

（2）住民への効率的なサービス向上の検討 

 

基本方針３ 村内消費拡大 

村内の商店等の村民による買い支えなど、村内購買意欲を高める取組みを推進します。 

（1）村内購買意欲向上の取組み 

 

■村民及び事業者のかかわり方 

【村 民】村内の商店等からの購買の拡大 

村内企業の活用 

【事業者】村民の消費動向を拡大する取組みに実施 

サービス向上に向けた検討・実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



25 

 

 

 

■現状と課題 

 

猿払村には、北オホーツク道立自然公園が位置し、モ

ケウニ沼やカムイト沼など貴重な自然環境に囲まれてい

ます。 

また、観光拠点である「さるふつ公園」には、道の駅や

キャンプ場が設置され、多くの観光客が訪れています。

地産体験施設「さるふつまるごと館」では、海鮮や野菜

などの直売、地場産品の調理飲食体験などを楽しむこと

ができ、ますます魅力が高まっています。 

今後は、これらの村の様々な観光資源に磨きをかけながら、新たな魅力を創出するとともに、積極的

な情報発信により認知度を高め、誘客を図ることが重要となっています。特に外国人旅行客は増加傾向

にあることから、インバウンド受入に向けた体制づくりが必要です。 

また、観光振興においては、村のイメージ向上やプロモーションが重要であり、それらは移住定住の

促進にもつながることから、体験型観光の受入体制を強化することも求められています。 

 

■重要な視点 

 

 

 

 

 

 

■基本方針と他施策との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 観光 

新たな観光の 

魅力づくり 

観光拠点の 

集客強化 

観光交流拠点の機能向上 

新たな観光の魅力と体制づくり 

5．地域ブランド 

6．情報発信 

7．自然環境 

22．国内外交流・村内交流 

24．移住定住 

【基本方針】 【関連する施策】 

資源を活かした 

観光振興 
観光 PR の推進 

観光 PR 強化による認知度向上

と誘客促進 

近隣市町や広域観光団体等との

連携強化 
25．行政基盤 
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■基本目標 

村の様々な資源や魅力に磨きをかけ、さらには新たな魅力づくりを通して、交流を活発化させるこ

とで域外からの収益を獲得します。また、村を積極的に PR することで、村民のわが村さるふつへの

誇りや愛着を育むとともに、移住定住にも展開します。 

 

■基本方針と主要な取組み 

 

基本方針１ 観光交流拠点の機能向上 

さるふつ公園や北オホーツク道立自然公園など村の観光交流拠点を有効活用するため機能向上を

図ります。 

（1）観光施設の維持管理  （2）さるふつ公園の機能向上のための利活用の検討 

（3）北オホーツク道立自然公園の活用 

 

基本方針２ 新たな観光の魅力と体制づくり 

猿払の食や体験などの新たな観光資源の魅力づくりとその体制を整え、更なる誘客を推進します。 

（1）食を活かした観光の取組み （2）体験・滞在型観光の受入体制の整備 

（3）関係団体との連携強化 

 

基本方針３ 観光 PR 強化による認知度向上と誘客促進 

猿払村の認知度を高め、誘客を促進するため、観光資源や魅力についてプロモーションします。 

（1）観光資源等の積極的な情報発信 （2）新たな商品開発による誘客促進 

 

基本方針４ 近隣市町や広域観光団体等との連携強化 

宗谷地域の市町や団体との連携を図り、広域的な観光 PR を進めます。 

（1）広域連携による観光 PR の実施 

 

■村民及び事業者のかかわり方 

【村 民】村外在住の知人・友人等への猿払村のいいところを積極的にＰＲ 

地元特産物（海鮮、乳製品等）をたくさんの人々へ食する機会を増やす 

地元キャラクターをきっかけとした斬新な情報発信 

来訪者に対して「また来たい」と思わせる魅力的な取組み 

ありのままの自然環境を魅力的に発信 

【事業者】全国各地の旅行代理店、卸業者等への営業強化 

猿払ブランドを基軸とした地場産品の流通発展 

さらなる新商品開発、直売発信に向けた体制づくり 

北オホーツク自然公園の環境整備 

 

■成果指標 

 

 

 

指標 現状値 目標値 

イベント開催回数 6 回/年（Ｈ26） 6～7 回/年 

観光集客増客 181,200 人/年（Ｈ26） 182,000 人（現状維持） 

 



27 

 

 

 

■現状と課題 

 

猿払村の基幹産業である水産業と酪農業は、安定した生産を誇っ

ており、その産品を活用した商品開発なども展開されています。し

かし、水産業のホタテに関しては、その加工商品として冷凍貝柱や

干し貝柱が主であり、加工の大半は一次加工となっており、その他

の商品開発の高付加価値化が進んでいないともいえます。酪農業に

おいても、さるふつ牛乳やさるふつバター、ご当地チーズなどの商

品が展開されており、今後も水産業及び酪農業の加工品展開の余地

は充分にある状況です。 

地域間競争が激しさを増す中、新たな商品開発を通した地域ブラ

ンド化は、地域の魅力をさらに高めるとともに、一次産業を強化す

る取組みとして重要な役割を担っています。また、特産品の充実は

観光振興にもつながるとともに、ふるさと寄附金の増加や村の財政

基盤を強化するものといえます。 

しかし、現状では、新たな商品開発に携わる知識や技術を持った人材不足が課題となっているほか、

安定生産に向けた体制や環境づくりを強化することが課題になっています。加えて、販路拡大や地域ブ

ランドを活かした村の PR も求められています。 

 

■重要な視点 

 

 

 

 

 

 

■基本方針と他施策との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 地域ブランド 

商品の安定生産と 

販路拡大 

地域ブランド化に 

よる村の PR 

【基本方針】 【関連する施策】 

新たな商品開発 

新たな商品開発の体制整備 

商品の安定的な生産 

1．水産業 

2．農林業 

3．商業 

特産品の PR 強化 

4．観光 

6．情報発信 

24．移住定住 

25．行政基盤 
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■基本目標 

村の産品や資源、魅力について加工品などの商品開発を進め、さらなる魅力付けや付加価値を高め

ることで地域ブランド化を図ります。それにより、一次産業の強化や村のプロモーションなど村とし

てのブランドを確立させます。 

 

■基本方針と主要な取組み 

 

基本方針１ 新たな商品開発の体制整備 

新たな商品展開を拡大するため、商品開発に取組むための環境づくりとして、体制の充実や施設の

拡充、人材の育成を進めます。 

（1）商品開発や特産品製造のための施設整備 

（2）商品開発に関わる人材の育成と適切な配置 

 

基本方針２ 商品の安定的な生産 

商品の安定的な生産に向けて、その開発や研究を積極的に推進します。また、技術の向上や人材の

確保を図ります。 

（1）安定生産に向けた開発や研究の継続と技術向上 

（2）商品開発の人材確保 

 

基本方針３ 特産品の PR 強化 

猿払ブランドの特産品を活用した積極的なプロモーションを展開します。 

（1）販路創出・拡大 

（2）道内外でのプロモーション強化 

（3）モニターツアー等の継続実施 

 

■村民及び事業者のかかわり方 

【事業者】安定生産に向けた人材確保、新商品の継続的開発 

 

■成果指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標 現状値 目標値 

新商品開発に伴う雇用の拡大 0 人 2 人 

新商品の継続的開発 1 品目 5 品目 
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■現状と課題 

 

村民に向けた情報発信としては、広報さるふつを中心とし

た情報提供を強化・充実させているほか、ホームページやソ

ーシャルネットワーキングサービス（コミュニケーションを

取り合うことを目的としたコミュニティ型の Web サイト）

での情報発信を実施しています。また、議会に関する情報提

供など、村政を身近に感じてもらえるように取組みを進めて

います。 

村外への情報発信については、ホームページや SNS を中

心に産業や医療・福祉に関わる担い手確保や、観光及び移住

定住に関わる村の魅力など、様々な情報を積極的に発信して

います。 

しかし、猿払村の認知度はまだ高くなく、今後も積極的に多方面へ発信していくことが求められます。

村内においても、村民・事業者・行政が一体となったまちづくりには情報共有は欠かすことができない

ことから、村内へ向けての情報発信も強化していくことが必要です。 

今後は、多様な機会や情報媒体を有効活用し、積極的に情報発信することが求められています。 

 

■重要な視点 

 

 

 

 

 

 

■基本方針と他施策との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 情報発信 

村の認知度向上 

移住定住や 
担い手確保、 

産業振興につながる
積極的な発信 

情報発信の充実 

1．水産業 

2．農林業 

3．商業 

【基本方針】 【関連する施策】 

村民・事業者・行政
による情報共有 

村外への積極的な情報発信 
4．観光 

24．移住定住 

25．行政基盤 
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■基本目標 

村民と村の情報の共有のほか、村外に対する猿払村の認知度の向上や集客、移住定住につながるよ

う、村内外への積極的な情報発信を進めます。 

 

■基本方針と主要な取組み 

 

基本方針１ 情報発信の充実 

村民への情報発信を充実・強化し、広く村政情報の共有化を図ります。 

（1）広報さるふつ・回覧等の内容充実 

（2）ソーシャルネットワーキングサービスやホームページを活用した情報発信の充実 

 

基本方針２ 村外への積極的な情報発信 

猿払村の認知度向上に向けて、様々な機会や媒体を活用して、積極的に村外へ情報発信を行います。 

（1）村の特産品や観光資源の PR 

（2）村の産業に関する情報発信 

 

■村民及び事業者のかかわり方 

【村 民】広報をはじめとする村政情報への関心を高める 

 

■成果指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標 現状値 目標値 

ホームページ閲覧者数 H26 162,595 人 H31 250,000 人 

フェイスブック購読者数 H26 1,000 人 H31 3,000 人 
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■現状と課題 

 

猿払村は、村を囲む山林から猿払川や猿骨川などが緩やか

にオホーツク海に流れ、基幹産業である水産業の豊かな水産

資源を支えています。 

また、北オホーツク道立自然公園の中心部に位置する猿払

村には、モケウニ沼やカムイト沼などの自然環境があり、村

の中を流れる河川には希少種のイトウが生息する豊かな自然

が守られています。豊かな自然環境のなか、イトウやコケモ

モ、ナナカマドは村のシンボルとなっています。 

しかし、海岸線の海岸侵食や河川の河口閉塞は進んでおり、環境保全や治水の面からそれらの対策が

必要となっています。 

加えて、イトウとコケモモの保全をはじめ、村内の様々な自然環境を今後も保全し、さらには活用し

ていくことが求められます。なお、この豊かな自然は村の大事な資源であり魅力であり、これらの環境

保全や維持は村全体で進めていくことが求められ、そのためにも村民の環境に対する意識を高めること

が大切になります。 

 

■重要な視点 

 

 

 

 

 

 

■基本方針と他施策との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 自然環境 

村民の環境意識の
向上と村全体によ
る取組みの推進 

河川維持及び海岸浸食対策 

の推進 

自然公園及び自然環境の 

保全・活用 

1．水産業 

2．農林業 

【基本方針】 【関連する施策】 

豊かな自然環境の 

保全と活用 

地域全体で取組む環境意識 

の醸成 

4．観光 

24．移住定住 

23．地域コミュニティ・住民自治 
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■基本目標 

村の豊かな自然環境を守り育て、活用するとともに、それらの取組みを支える村民の環境意識を高

め、村民が自然の中で豊かに暮らすことができる環境を目指します。 

 

■基本方針と主要な取組み 

 

基本方針１ 河川維持及び海岸浸食対策の推進 

豊かな自然資源を守り、産業の基盤でもある自然環境を保全していくため、河川の維持や海岸保全

に関して、国や道等の関係機関に対して適切に働きかけを行います。 

（1）河川改修及び河川閉塞対策に向けた要請 

（2）海岸侵食対策等の推進に向けた要請 

 

基本方針２ 自然公園及び自然環境の保全・活用 

北オホーツク道立自然公園をはじめ、村の豊かな自然環境を次の世代にも引き継いでいくため、適

切に管理・保全するとともに、村の資源として散策路を整備するなど多様な活用を図ります。 

（1）北オホーツク道立自然公園等の整備 

 

基本方針３ 地域全体で取組む環境意識の醸成 

村のシンボルであるイトウをはじめ、希少な野生動植物の保全に向けて、村民全体で取組むための

仕組みづくりを行います。また、地域での村民による環境活動の活発化や環境意識の醸成を促します。 

（1）希少な野生動植物の保全 

（2）村民による緑化活動の推進 

（3）地域や団体による環境活動の支援・協力 

 

■村民及び事業者のかかわり方 

【村 民】希少野生動植物の保護活動 

各地湖沼やエサヌカ原生花園の魅力再発見 

【事業者】開発行為の際の自然環境への配慮 

自然公園環境の計画的かつ継続的な環境整備 

 

■成果指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標 現状値 目標値 

保護活動セミナーへの参加者数 10 人 20 人 
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■現状と課題 

 

猿払村は広大な土地を有していますが、総面積の約 8 割を山林が占めており、山林以外の土地に、酪

農業や 3 つの漁港での水産業が展開され、さらには住居や公共施設が立地しています。また、村内には

集落が分散し、集落ごとに人口や高齢化率なども異なり、限界集落化が懸念される地区もあります。 

猿払村では、平成 14 年に「国土利用計画（猿払村計画）」及び「猿払村土地利用構想」が策定されて

いますが、その後は計画の見直しや更新を行っていない状況です。 

今後、人口減少社会や高齢化社会の進行に伴っては、集落の維持も含めた村全体の土地利用について

計画的に検討することが重要となります。 

また、村内には学校施設や浜鬼志別保育所、スポーツセンター、病院、生活改善センターなど、昭和

40 年代後半から 50 年代にかけて整備された公共施設等が多くあり、老朽化が著しい施設も見られます。

そのため、老朽施設の計画的な改修や修繕を実施するとともに、土地利用の計画的な検討とあわせ、村

民の公共施設の利便性や効率的な施設の管理及び運営、そのための機能集約や向上を含めた適正な維持

管理を進めることが求められます。 

 

■重要な視点 

 

 

 

 

 

 

■基本方針と他施策との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 土地利用・施設配置 

住民の施設利用の

利便性向上 

計画的な土地利用の推進 

公共施設の適正管理と有効活用 

1．水産業 

2．農林業 

3．商業 

【基本方針】 【関連する施策】 

村全体を通した 

計画的な土地利用 

9．住宅環境 

10．社会基盤 

25．行政基盤 

効率的な施設運営 
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■基本目標 

 

 

 

 

 

■基本方針と主要な取組み 

 

基本方針１ 計画的な土地利用の推進 

村の土地を有効活用し、豊かな産業や暮らしを支えるための土地利用を計画的に進めます。 

（1）計画的な土地利用に向けた取組み 

 

基本方針２ 公共施設の適正管理と有効活用 

公共施設等総合管理計画に基づき、老朽化した公共施設の計画的な改修や修繕、さらには機能集約

を計画的に進めます。 

（1）老朽施設の計画的な改修と修繕 

（2）公共施設の集約と機能確保の検討 

（3）施設の跡利用の検討と有効活用 

 

■村民及び事業者のかかわり方 

【村 民】公共施設の集約化に対する理解と協力 

計画の実行に向けての理解と協力 

【事業者】施設の適切な機能確保に向けた提言 

計画の実行に向けての理解と協力 

 

■成果指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標 現状値 目標値 

公共施設の耐震化（耐震診断未実施施設の解消） ６施設 ０施設 

計画や指針の策定 平成 22 年までの計画 計画等の見直し 

 

効果的な行政サービスの提供や行財政の負担軽減、村民の暮らしやすい住環境を推進するため、

計画的な公共施設の管理と土地利用を進めます。それにより、産業基盤の強化や村民の暮らしの

充実などにつなげるとともに、時代に応じた環境づくりを進めます。 
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■現状と課題 

 

猿払村では、住宅マスタープランに基づき公営住宅の建設や持家住宅制度による支援を中心とした快

適な暮らしの環境づくりを進めてきましたが、世帯分離や単独世帯の増加から公営住宅への入居が困難

になるなど、村内の住宅の需要と供給のバランスが取れない状況が続いていました。 

そうしたなか、新たな取組みである民営賃貸住宅建設促進助成制度の創設により、民間アパートの建

設が進み、住宅の供給が増加しましたが、公営住宅においてはその約半数が耐用年数を超えており、老

朽化が深刻な課題となっていることから、さらなる民間アパートの建設促進と公営住宅管理戸数の調整

が必要となっています。同時に村民の定住や市街地の形成、まちづくりといった観点から、住宅新築者

に対する持家住宅建設に関する支援にも継続が求められます。 

また、人口減少対策として雇用創出を進める場合においても住宅の確保が急務となっており、移住定

住や若年層の流入を促進するにあたっては、雇用がありながら村内で暮らすことができないという事態

は避けなければならず、高齢化などを事由とする転出者の空き住宅活用を検討する一方で、管理者が不

明となり長く放置された建物に対する事故や犯罪の防止対策を講じなければなりません。 

さらに高齢者の暮らしの安心といった点からは、医療施設や福祉施設の近隣に高齢者向け公営住宅を

配置するなど、これまでと同様の一貫した取組みが求められています。 

 

■重要な視点 

 

 

 

 

 

 

■基本方針と他施策との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 住宅環境 

雇用創出及び移住

定住との連動 

公営住宅の整備と適切管理 

民間活力を活用した住居環境の

確保 

8．土地利用・施設配置 

10．社会基盤 

14．高齢者福祉 

【基本方針】 【関連する施策】 

住民の生活基盤と
しての良好な住宅

の確保 

24．移住定住 

25．行政基盤 

計画的な住宅の 

整備と維持管理 

持家取得支援や空き家対策の 

実施 
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■基本目標 

村民の快適な生活に加え、人口減少に対応した転入者の受け皿を確保するため、将来的な需要を見

通した住宅環境を整えます。 

 

■基本方針と主要な取組み 

 

基本方針１ 公営住宅の整備と適切管理 

猿払村公営住宅等長寿命化計画に基づき、村民が安心安全、快適に暮らすことができるよう公営住

宅の整備及び適切な管理を進めます。 

（1）バリアフリーに対応した公営住宅の整備 

（2）公営住宅の適切な管理 

 

基本方針２ 民間活力を活用した住居環境の確保 

公営住宅の供給に加え民間活力を活用することで、住宅の需要ニーズに対応した住居環境を確保し

ます。 

（1）民間アパートの建設の推進 

 

基本方針３ 持家取得支援や空き家対策の実施 

村民の持家住宅の取得に係る支援を継続するほか、高齢化等により発生する空き家に対する対応や

活用の検討を進めます。 

（1）住宅新築者への支援 

（2）空き家の活用や対策の検討 

 

■成果指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標 現状値 目標値 

民間アパート建設の推進 32 戸 56 戸 

住宅新築者への支援 39 戸 51 戸 
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■現状と課題 

 

猿払村では、人々を取り巻く環境や生活様式の変化に伴い、計画的な道路環境の整備や維持管理、冬

季の除排雪の強化、公共交通の利便性向上、上下水道の整備や維持など、社会基盤整備を着実に進めて

きました。さらに、近年ではコンピューターなどの電子機器の普及による情報化や自然環境に配慮した

持続可能な社会の実現にも取組んでいます。 

こうしたなか、今後の人口減少社会の到来を考慮すると、さらなる社会基盤の拡大は抑制せざるを得

ず、機能の向上や異なる価値を加えるとともに、強靭化や長寿命化を意識した維持管理を進めることで、

人々の暮らしを豊かなものにしていくことが望まれます。 

猿払村は一次産業の漁業と農業に依存しており、特に物流の基盤は、国道・道道はもとより村道等に

依存されています。近年の村道は、傷みが激しく舗装のクラックや水たまり等が目立っており、今後、

修繕計画の見直しを行い、修繕をしていく必要があります。しかしながら、村内の建設企業も少子高齢

化のなかで若い従業員の採用もなく、高齢のベテランが多くなっており、また、冬の除雪のオペレータ

も同じで高齢化が進んでいるのが現状です。将来に向けて地元業者に任せられるよう地元企業の雇用の

拡大を目指すことが重要になります。 

また、再生可能エネルギーの賦存量も耳目を集めるほどであり、風力やバイオマスを有効に活用する

ことができれば、次世代における新たな社会基盤として人々の暮らしを支えることが可能と思われます。 

 

■重要な視点 

 

 

 

 

 

■基本方針と他施策との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 社会基盤 

強靭化や長寿命化を
意識した維持管理 

環境への配慮と持続
可能な社会の構築 

【基本方針】 【関連する施策】 

豊かな暮らしを実
現する社会基盤の

質的向上 

安全で機能的な道路網の整備と

維持管理 

公共交通の利便性向上 

6．情報発信 

7．自然環境 

8．土地利用・施設配置 
適切な上下水道の整備と 

維持管理 11．消防・防災・交通安全 

12．医療・救急 

24．移住定住 

情報通信基盤の安定的な 

稼働と維持管理 

ごみの減量化と適正処理の推進 

新たなエネルギーの活用 

25．行政基盤 公園施設の整備 

13．地域福祉 
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■基本目標 

社会基盤の質的向上や適切な維持管理により、人々の豊かな暮らしを支えるとともに、環境の保全

と産業の発展が調和した持続可能な社会の構築を目指します。 

 

■基本方針と主要な取組み 

 

基本方針１ 安全で機能的な道路網の整備と維持管理 

村民が安心安全に生活できるよう、道路の整備や改修、それらに関わる要請を進めます。 

（1）国道、道道の整備・改修の要請 

（2）計画的な村道の整備と維持管理 

（3）冬季の安全確保のための除排雪体制の整備 

 

基本方針２ 公共交通の利便性向上 

村民の重要な足として役割をもつバス路線の維持や利便性を高め、村民の暮らしを支えます。 

（1）バス路線の維持と効率的な運行 

（2）交通空白地等の対策と利便性の向上 

 

基本方針３ 適切な上下水道の整備と維持管理 

上下水道の効率的かつ適切な整備と維持管理を進めます。 

（1）上下水道施設の安定稼働による良質なサービスの提供 

（2）強靭化、長寿命化による機能の維持 

（3）管種や弁栓を含めた管路網の把握、電子化 

 

基本方針４ 情報通信基盤の安定的な稼働と維持管理 

光ネットワークを活用した情報通信基盤の適切な整備と維持管理を進めます。 

（1）情報通信の活用による村民生活の充実 

（2）情報通信基盤の充実及びニーズに対応した新たな取組み 

 

基本方針５ ごみの減量化と適正処理の推進 

村内のごみ減量と適正な処理に努めます。 

（1）一般廃棄物最終処理場の計画的な検討 

（2）ごみ減量化及びリサイクルへの意識向上にむけた普及啓発 
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基本方針６ 新たなエネルギーの活用 

村のエネルギー資源の有効活用と新たな取組みに検討を進めます。 

（1）再生可能エネルギーの活用の検討 

 

基本方針７ 公園施設の整備 

子育てや健康づくりに関わる村民が利用しやすい公園などの環境づくりを進めます。 

（1）村民のニーズに応じた公園の整備 

 

■村民及び事業者のかかわり方 

【村 民】社会基盤施設の適正な利用 

持続可能な社会構築のための活動 

公共交通機関の積極的な利用 

通信事業者が行うインターネットサービスへの加入及び利活用 

ごみの正しい分別収集への協力 

地球温暖化防止への意識の向上 

【事業者】社会資本整備事情の活用 

サービス及び利便性の向上 

情報インフラを活用した効果的な通信サービスの提供 

ごみの減量化に向けた協力 

温室効果ガス排出量の削減の取組み 

省資源化の促進と再生可能エネルギーの活用 

 

■成果指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標 現状値 目標値 

JR 天北線代替輸送確保基金残高 233 百万円 100 百万円 

小石線デマンドバス一般利用者数 390 人/年 300 人/年 

福祉タクシー利用者数 2,876 人/年 5,000 人/年 

漏水事故等による断水の発生 年間 5 件程度 なし 

ごみの排出量の削減 1,215ｔ ↓ｔ 

CO2 排出量の削減 1.57ｔ/人 1.50ｔ/人 
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■現状と課題 

 

猿払村では、広大な土地に地域が点在している状況の中

で、消防及び地域防災において消防署猿払支署のほか各地

域には消防団を設置し、万が一の災害に備えています。水

槽車や救急車、消防団の積載車など車両の更新の時期であ

り、さらに消防庁舎や消防団詰所、水利など施設の営繕整

備が必要です。 

地域に密着している消防団員の確保と高齢化の対策が課

題となっています。消防団本部・分団及び自治会との継続

的な協議・検討が必要です。交通安全については、現在の

交通事故死ゼロを今後も継続していくため、交通安全に対する意識啓発などに取組みながら、継続した

交通安全の強化を図ることが重要となっています。 

防犯については、今後も村民や地域での犯罪抑止力を高め、犯罪が起こらない環境づくりの取組みを

継続することが求められます。 

 

■重要な視点 

 

 

 

 

 

 

■基本方針と他施策との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 消防・防災・交通安全 

消防及び防災の体制整備・充実 

交通安全の推進 

8．土地利用・施設配置 

10．社会基盤 

23．地域コミュニティ・住民自治 

【基本方針】 【関連する施策】 

村民の安心安全な

暮らし環境の確保 

防犯の推進 

18．学校教育 
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■基本目標 

いつまでも村で安心して暮らすことができるよう災害等に備えた仕組みづくりを目指します。また、

日常生活での村民の活動を通して安全な環境をつくります。 

 

■基本方針と主要な取組み 

 

基本方針１ 消防及び防災の体制整備・充実 

自然災害及び火災等に備えた消防や防災の体制を構築します。また、防災に対する村民による支え

合いの意識の醸成を図ります。 

（1）消防施設・設備の適切な更新と管理 

（2）消防団体制の充実 

（3）村民の防災意識の啓発と村民活動の促進 

（4）災害弱者に対する支援 

 

基本方針２ 交通安全の推進 

村内での交通事故を防ぐための村民や関係機関等に対する取組みを進めます。 

（1）交通安全意識の啓発 

（2）交通安全に関わる関係機関との連携や要請 

 

基本方針３ 防犯の推進 

犯罪が起こらない村を目指した活動を推進させます。 

（1）村民及び自治会等への防犯活動への啓発 

 

■村民及び事業者のかかわり方 

【村 民】消防団への理解と協力 平常時からの災害に備えた意識付けと自主的な防災活動 

要配慮者に対する地域での支援体制の確立 

交通安全意識の高揚  隣近所への声かけ 

【事業者】消防団への理解と協力 平常時からの災害に備えた意識付けと社員への教育 

パトライト等交通安全運動への協力 地域と連携した防犯活動への参加 

 

■成果指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標 現状値 目標値 

消防団員数 116 人 130 人 

自主防災組織加入率 58％ 100％ 

防災訓練実施回数 不定期 年１回 

猿払村交通事故死「0」達成日 3,100 日 現状から更新 

防犯パトロールの実施 年１回 年 2 回 
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■現状と課題 

 

猿払村国民健康保険病院は、村民の一次医療機関として

重要な役割を担っており、病院改革プラン（H21～H25）に

基づく効率的な経営の展開や検討を図ってきましたが、患

者数の減少による厳しい経営状況への対策は今後も必要と

なっています。また、看護師等の不足も継続した切実な課

題であり、将来的に医師も含めた医療従事者の人材確保を

進めていくことが必要です。加えて、病院職員の資質向上

を図り、村民に身近な病院づくりを進めることが求められ

ます。 

今後一層の少子高齢化が進み、人口減少が予想されるなかで、医療環境は人口流出に大きく影響する

ことから、病院の経営改善と環境整備（施設含む）を図ることは、村民がいつまでも安心して暮らすこ

とができる重要な要素の一つとなっています。 

救急体制については、これまで救急救命士の計画的な養成が進められており体制強化が図られていま

す。村民には日常生活で起こりえる心臓や呼吸が止まった人に対する処置（心肺蘇生法）とＡＥＤ（自

動対外除細動器）を中心した講習会を継続的に実施し救命率の向上に努めています。 

村内で不特定多数が集まる施設やイベント会場にＡＥＤを設置することが課題となっています。 

 

■重要な視点 

 

 

 

 

 

 

■基本方針と他施策との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 医療・救急 

【基本方針】 【関連する施策】 

安心して暮らす
ことができる 

医療環境の充実 

村民に身近な病院
経営と適切なサー

ビスの提供 

医療や救急に携わ

る人材育成と確保 

自立した病院の経営基盤の確立 

地域医療体制の充実 

11．消防・防災・交通安全 

14．高齢者福祉 

17．子育て・児童福祉 

救急救命体制の整備 

16．健康づくり 

24．移住定住 

25．行政基盤 
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■基本目標 

村民の安心な暮らしのため、村での医療環境を向上させるとともに、救急体制の強化を図ります。

それにより、いつまでも誰もが住みやすい村を目指します。 

 

■基本方針と主要な取組み 

 

基本方針１ 自立した病院の経営基盤の確立 

医療従事者の確保をはじめ、村民への医療サービス充実や職員の資質向上など通して、村民に身近

な病院づくりを進めながら、経営の効率化など安定した経営基盤を確立させます。 

（1）公的病院としての効率的な事業運営と健全な経営 

（2）医療サービスの充実 

（3）病院職員の資質向上、専門職の人材確保 

（4）医療機器等の計画的な整備と更新 

（5）病院（浅茅野診療所含む）の効率面及び村民ニーズによる施設整備と継続形態の検討 

 

基本方針２ 地域医療体制の充実 

村内の関係機関や村外の医療機関などとの連携を図り、サービスの向上など村民の暮らしを支える

地域医療の体制を充実させます。 

（1）村内、村外の関係機関との連携強化 （2）高度医療機関との連携によるサービス提供 

 

基本方針３ 救急救命体制の整備 

継続した救急体制の強化を図るため人材育成など救急救命に関わる体制を整備します。 

（1）救急救命士の育成と研修   （2）救命講習会の受講促進 

（3）ＡＥＤの設置促進 

 

■村民及び事業者のかかわり方 

【村 民】積極的な病院利用（受診・健診）と健康保持・増進 救命講習会の受講 

【事業者】職場健診の継続実施と従業員への病院利用（受診・健診）啓蒙 ＡＥＤの設置 

 

■成果指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標 現状値 目標値 

一日当たりの外来患者数（年間平均） 59.5 人 64.8 人(H25 値) 

公衆衛生活動収益 27 百万円 現状維持 

医療従事者の確保（医師） ２名及び出張医 現状維持 

   〃    （看護師） 20 名 現状維持 

   〃    （薬剤師及び放射線技師） 臨時各１名 現状維持 

救命講習会受講者数 1,387 人 1,500 人 

ＡＥＤ村内設置数 24 個 34 個 
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■現状と課題 

 

猿払村では、社会福祉協議会が中心となりボランティア活動が進められ、地域福祉活動の活性化と活

動基盤の充実を図っています。 

これからの高齢社会の進展などを考慮すると、多様な福祉ニーズへの対応が求められることから、社

会福祉事業のさらなる推進が重要となっています。そのため、それらの活動拠点の充実・強化を図るこ

とが必要であり、活動支援センターの設置、専門スタッフやボランティアなどの人材育成を図ることが

必要です。 

加えて、村民同士の支えあいや助け合いも重要であり、自治会や関係機関等との連携強化も求められ

ています。 

また、地域包括ケアの推進に向けて、保健・医療・福祉・介護などのより一層の連携強化が重要とな

っています。 

 

■重要な視点 

 

 

 

 

 

 

■基本方針と他施策との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 地域福祉 

【基本方針】 【関連する施策】 

地域福祉サービス

の充実 

関係機関や団体と
の連携によるサー

ビス向上 

地域ケア体制の充実 

福祉のまちづくりの推進 

12．医療・救急 

14．高齢者福祉 

17．子育て・児童福祉 
福祉サービスの提供充実 

15．障がい者福祉 

23．地域コミュニティ・住民自治 福祉事業の推進 
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■基本目標 

地域とのつながりや生きがいを実感し、村民同士が助け合うことのできる地域づくりを目指します。 

 

■基本方針と主要な取組み 

 

基本方針１ 地域ケア体制の充実 

様々な課題を抱える高齢者の暮らしの支援や、地域の中での孤独死を予防するよう、地域における

日常的な助け合い・支え合いの福祉コミュニティの構築に努めます。 

（1）福祉コミュニティの構築   （2）ボランティア活動の促進 

（3）高齢者の尊厳の確保と権利擁護  （4）情報提供の充実 

 

基本方針２ 福祉のまちづくりの推進 

高齢者が地域の中できめ細かな介護サービスを受けることができるよう、介護サービスの充実な

ど計画的に取り組んでいきます。 

（1）計画的な介護サービスの充実  （2）安心・安全対策等の推進 

 

基本方針３ 福祉サービスの提供充実 

多様なニーズに対応した福祉サービスの充実を図ります。 

（1）現行サービスの利用促進   （2）新たなサービスの検討 

（3）各種サービスの周知 

 

基本方針４ 福祉事業の推進 

さらなる福祉事業の推進を図ります。 

（1）社会福祉協議会への支援強化  （2）社会福祉協議会や地域（自治会等）との連携 

 

■村民及び事業者のかかわり方 
【村 民】地域ネットワーク（ボランティア、民生児童委員、自治会等、専門職種や行政）の推進 

地域の見守り体制及び小地域活動の充実 

ボランティア活動や自治組織活動等へ積極的に参加し、地域を支える担い手となる 

【事業者】孤独死防止等の見守り協定の拡大 

福祉施設、医療機関、行政職員等地域福祉に関わる職員の資質向上及びサービスの充実 

ボランティア活動や自治組織活動等への協力拡大及び研修会等への参加 

 

■成果指標 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

指標 現状値 目標値 

ふれあいサロン等の小地域活動 1 か所 全自治会に 1 か所 

後見実施機関等相談窓口の設置 0 か所 1 か所 

成年後見制度の利用 0 件 5 件 

市民後見人の登録 20 人 40 人 

日常生活自立支援事業生活支援員の登録 2 人 10 人 

日常生活自立支援事業の利用 1 人 10 人 

安心ネットワークの構築（見守り協定） 3 事業所 4 事業所 

ボランテイア登録数 51 人 80 人 

ボランテイア活動量（スマイル発行） 912 枚 1,500 枚 
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■現状と課題 

 

生活支援が必要な高齢者の増加や介護ニーズの多様化に対応できるよう、保健・医療・福祉の連携を

強化し、介護保険事業と在宅支援を展開しています。また、介護が必要とならないような介護予防の取

組みも進んでいます。 

今後、高齢者の単身世帯や認知症を有する人など、生活支援を要する高齢者が増加してくることが予

想される中、高齢者自らが住み慣れた自宅で自立した生活を継続できる地域づくりを進めることが求め

られています。 

高齢者が終の棲家として安心して村で暮らすためには高齢者の住宅も必要であり、高齢者施設等の建

設や運営も重要となっています。 

 

■重要な視点 

 

 

 

 

 

 

■基本方針と他施策との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 高齢者福祉 

【基本方針】 【関連する施策】 

高齢者が住み続け

られる環境づくり 

高齢者の暮らしの
安心安全や生きが

いづくり 

高齢化を考慮した
サービスの提供と

充実 

高齢者の生活の充実 

日常生活の持続に向けた取組み

の充実 

12．医療・救急 

13．地域福祉 

16．健康づくり 

25．行政基盤 

9．住宅環境 

高齢者福祉等施設の建設 

在宅生活等の支援充実 

23．地域コミュニティ・住民自治 

19．生涯学習 

21．スポーツ・レクリエーション 
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■基本目標 

高齢者がいつまでも村で安心して暮らすことができる地域づくりを進めるとともに、地域で支えあ

う環境づくりを目指します。 

 

■基本方針と主要な取組み 

 

基本方針１ 高齢者の生活の充実 

一人ひとりの健康意識を高め、自ら主体的に健康づくりに取り組むことのできるよう、様々な機会

を活用して健康づくりを進めます。 

（1）健康づくり、生活習慣病予防 

（2）生きがいづくり 

 

基本方針２ 日常生活の持続に向けた取組みの充実 

高齢者等ができるかぎり要介護状態になることを防止するとともに、介護が必要な高齢者等の生活

機能の維持や向上を図り、悪化を防止するため、介護予防の総合的な推進に努めます。 

（1）介護予防の総合的な推進 

（2）相談支援体制の充実 

 

基本方針３ 在宅生活等の支援充実 

高齢者等が住み慣れた地域で、安全に、安心して生活できるよう、ニーズに応じた多様な住まいの

確保と提供に努めます。 

（1）生活支援サービスの充実 

（2）認知症支援対策の充実 

（3）居宅介護サービスの充実 

（4）施設サービスの充実 

（5）サービスの質の向上 

 

基本方針４ 高齢者福祉等施設の建設 

高齢者福祉に関わる施設の整備を進めるとともに、関係する人材確保の強化を図り、効率的な施設

運営を進めます。 

（1）小規模多機能型居宅介護施設の整備促進 

（2）生活支援ハウスの設置 

（3）施設の適切な運営と人材確保 
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■村民及び事業者のかかわり方 

【村 民】主体的に身近な地域で「相互の助け合い・支え合い」ができる地域づくり 

ボランテイア活動や自治組織活動等へ積極的に参加し、高齢者を支える担い手となる 

【事業者】村民や行政と協働し、社会貢献活動に取り組む 

介護、福祉、医療の連携及び在宅医療、介護の推進 

 

■成果指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標 現状値 目標値 

小規模多機能型居宅介護施設の建設 － 1 施設 

生活支援ハウスの建設 － 1 施設 

介護サービス提供の基盤 
地域密着型サービス 

0 人/月 

平成 29 年度提供開始 

16 人/月 

生活支援サービス 

介護予防・生活支援事業利

用数 

3,292 件/年 

平成 29 年新総合事業へ移

行 

5,000 件/年 

認知症初期集中支援チームの設置及び

地域支援推進員の配置 
未設置 

平成 29 年 

チーム１設置 

推進員 3 名配置 

地域ケア会議及び多職種連携会議 

地域ケア会議 

1 回/月 

多職種連携会議 

2 回/年 

住民参加の地域ケア会議開

催、多職種連携会議 

1 回/月 

医療、介護職員研修（連携強化、施設

内虐待予防等） 
0 回/年 6 回/年 

高齢者の社会参加、地域貢献（ボラン

テイア登録者） 
13 名 26 名 
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■現状と課題 

 

村では、障がい者が住み慣れた地域でより豊かに生きがいのある暮らしを送ることができるよう障が

い者福祉サービスの充実、社会参加の促進、暮らしやすい環境づくりに取組んでいます。一方で福祉に

関わる専門職などの人材確保は課題となっています。 

今後は、各種サービスを継続して充実させるとともに、障がい者の自立や社会参加など、生きがいを

もって暮らすことができるよう、地域で障がい者を支えあうための体制を強化することが求められてい

ます。 

 

■重要な視点 

 

 

 

 

 

 

■基本方針と他施策との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 障がい者福祉 

【基本方針】 【関連する施策】 

障がい者が 
安心して暮らすこと
ができる環境づくり 

障がい者の自立と

社会参加の促進 

障がい者福祉サービスの充実 

障がい者の社会参加の促進 

13．地域福祉 

17．子育て・児童福祉 

障がい者の暮らしやすい 

環境づくりの推進 

18．学校教育 

23．地域コミュニティ・住民自治 

16．健康づくり 
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■基本目標 

障がい者の自立と社会参加を促す環境づくりを推進し、村で豊かに暮らすことができる地域を目指

します。 

 

■基本方針と主要な取組み 

 

基本方針１ 障がい者福祉サービスの充実 

訪問相談などを強化するとともに、ニーズに応じた適切な支援サービスを提供します。 

（1）相談窓口の設置と各種相談事業の活用 

（2）訪問等による状況把握と支援サービスの提供 

 

基本方針２ 障がい者の社会参加の促進 

障がい者の社会参加を支援するため、各種交流や活動の機会を充実させ、参加しやすい環境づくり

を進めます。 

（1）外出機会や活動・交流の機会の創出 

（2）施設の利用に関わる負担軽減の支援 

（3）社会参加や活動を促す地域活動支援センターの設置の検討 

 

基本方針３ 障がい者の暮らしやすい環境づくりの推進 

障がい者が暮らしやすい環境づくりを進めます。 

（1）障がい者支援に関わる組織への活動支援 

（2）多様な保育サービスの提供（保育所との連携） 

（3）特別支援教育の推進（教育委員会、各学校との連携） 

 

■村民及び事業者のかかわり方 

【村 民】障害や疾患に関する住民の理解 障がい者支援団体の活動の理解と支援 

【事業者】障がい者の就労受入体制の整備 障がい者支援団体の事業展開 

 

■成果指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標 現状値 目標値 

障がい者（児）の手引の発行 不定期 年１回 

地域活動支援センターの設置 0 1 施設 

障がい者の就労の提供（委託） 0 １施設 
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■現状と課題 

 

猿払村においても高齢化が進んでいる傾向にあり、村民の健康が重要となってきます。高齢になって

も病院にかからず元気にいつまでも活躍することは、村の社会保障費の軽減につながるとともに、村の

活力になります。そのための日々の健康づくりへの取組みが求められます。 

村では、特定健診やがん検診、基本健診など国の施策に基づき実施しています。また妊婦健診や乳幼

児健診など母子保健事業も積極的に進めています。子どもの発達や発育に対する支援ニーズも増えてき

ており、関係機関と連携した適切な対応ができる体制づくりが求められています。 

保健指導としては、各種相談や教室等の機会提供を行っているものの、参加者の固定化などが課題で

あり、一層の参加促進に向けた取組みが必要となっています。 

一方、健康づくりにおいては、「自分の健康は自分でつくり、守る」という村民の意識醸成も重要とな

ります。各種保健事業について情報発信しながら村民の意識啓発を行うとともに、公園やスポーツの機

会など健康づくりに関わる機会を拡大することが求められています。 

 

■重要な視点 

 

 

 

 

 

 

■基本方針と他施策との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16 健康づくり 

【基本方針】 【関連する施策】 

村民の健康づくり

の意識醸成 

健康づくりに 

関わる機会の拡大
と参加促進 

生活習慣病予防の推進 

母子保健事業の推進 

健康づくりの推進 

8．土地利用・施設配置 

10．社会基盤 

12．医療・救急 

14．高齢者福祉 

17．子育て・児童福祉 

21．スポーツ・レクリエーション 

15．障がい者福祉 
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■基本目標 

村民の健康は村の活力となることから、子どもから高齢者まで誰もがいきいきと健やかに暮らすこ

とができる村を目指します。 

 

■基本方針と主要な取組み 

 

基本方針１ 生活習慣病予防の推進 

国の施策に基づきながら、病気にならない予防の視点から各種健診等を充実させ、受診率の向上を

図ります。また、健康づくりに関わる教室や相談・指導の機会を充実させます。 

（1）各種健康診査や検診等の充実 

（2）健康づくりや栄養に関わる教室等の充実 

（3）健康に関わる相談や指導の機会の拡大 

 

基本方針２ 母子保健事業の推進 

妊婦健診や乳幼児健診など母子保健に関わる機会について関係機関と連携を図りながら機会拡大

に努めます。また、増加する定期予防接種を安全に実施するための体制の強化を図ります。 

（1）妊婦健診、乳幼児健診等の充実 

（2）母親学級等の保健指導事業の充実 

（3）予防接種の実施体制の強化充実、周知 

 

基本方針３ 健康づくりの推進 

村民の健康づくりの意識醸成を図るとともに、参加機会の提供や環境づくり、地域での自主的な活

動に対する支援を進めます。また、心の健康づくりのための組織づくりを進めます。 

（1）健康づくりの機会拡大や環境づくり 

（2）ゲートキーパーの養成 

 

■村民及び事業者のかかわり方 

【村 民】各種検（健）診の受診  健康教室（学級）への参加 

各種自主活動への参加 

【事業者】従業員の健康管理 

 

■成果指標 

 

 

 

 

 

 

 

指標 現状値 目標値 

特定健診受診率向上 28.9％ 40％ 

がん検診受診者数（総数） 980 人 1,200 人以上 

各種健康教育参加者数 872 人 1,300 人以上 

ゲートキーパー研修受講者数 1 地区 2 事業所 56 人 現状値より増 

被保健指導者数 926 人 1,000 人 
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■現状と課題 

 

猿払村の合計特殊出生率は全国や北海道より高く、少子

化の傾向も比較的穏やかです。全国的な人口減少・少子高

齢化の社会情勢の中においては、今後も子育て支援など子

育てしやすい環境づくりを進めることが人口維持につなが

ります。 

村では、一時保育や延長保育など様々なニーズに対応し

た保育サービスを提供しており、その需要も増えています。

また、低年齢児保育へのニーズ、さらには支援を必要とす

る療育児が増加しており、今後はそれらの保育サービスへの対応が課題となっています。 

また、児童虐待などに対応した見えない家庭への支援の必要性も高まっており、子どもはもちろん、

保護者への働きかけも求められます。 

しかし、保育に関わる職員の不足の懸念があり、適切な職員配置や人材確保が課題となっています。

保育ニーズの多様化に対しては、子育てボランティアのより一層の充実を図っていきます。また、保育

所の施設の更新や修繕なども必要です。 

今後、関係機関との連携を図りながら、家庭や地域など村全体で子育てしやすい環境づくりを進める

ことが求められています。 

 

■重要な視点 

 

 

 

 

 

 

■基本方針と他施策との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17 子育て・児童福祉 

多様な保育サービスの提供 

地域や家庭での子育て支援環境

の向上と体制の構築 

8．土地利用・施設配置 

【基本方針】 【関連する施策】 

出産・子育てしや

すい環境づくり 

12．医療・救急 

子育てに関わる 

地域・事業者と 

連携した取組み 

子育てや児童に関わる 

施設の整備と維持管理 

特別支援教育の推進 

18．学校教育 

23．地域コミュニティ・住民自治 

6．情報発信 

24．移住定住 
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■基本目標 

多様なサービスの提供や子育てしやすい環境づくりを進め、子育てしやすい村を目指します。そうす

ることで、出産・子育ての意識を向上させ、人口維持を図ります。 

 

■基本方針と主要な取組み 

 

基本方針１ 多様な保育サービスの提供 

子育てニーズに対応した多様な保育サービスを充実・提供します。 

（1）低年齢児保育や一時保育、療育児保育の充実 （2）学童保育の充実 

 

基本方針２ 地域や家庭での子育て支援環境の向上と体制の構築 

見えない家庭への支援や家庭での親子のふれあい機会などを充実させるための地域や家庭での子

育て支援に関わる体制づくりを進めます。 

（1）子育てボランティアの充実  （2）見えない家庭への支援 

（3）家庭での育児力の向上   （4）民間企業における産前産後・育児休業の推進 

 

基本方針３ 子育てや児童に関わる施設の整備と維持管理 

浜鬼志別保育所の老朽化をはじめとした、児童保育に関わる施設の整備や改修などを計画的に進め

ます。 

（1）老朽施設の適切な維持管理と改修 

（2）子どもが安心して利用することができる公園の整備 

 

基本方針４ 特別支援教育の推進 

増加傾向にある発達障がいのある子どもに対して、関係機関等と連携を図りながら特別支援教育を

推進し療育児保育を充実させます。 

（1）関係機関との連携強化 

 

■村民及び事業者のかかわり方 

【村 民】子育て家庭が働きやすい職場環境整備  子育て家庭への地域の見守り 

特別支援教育に関する学習と理解の向上 

【事業者】子育てしやすい環境づくり  子どもが健やかに育つための保育環境づくり 

支援体制の整備・充実  子育て困難家庭への援助、支援 

施設の補修及び修繕  特別支援教育に関する多様な情報・サービス・学習機会の提供 

 

■成果指標 

 

 

 

 

 

 

 

指標 現状値 目標値 

多様なニーズに応えるための保育士増（低年齢児２・療育１） １６人 １９人 

民間企業の産前産後、育児休業推進 ０ １事業所 

地域家庭への訪問 １７件 ２５件 

地域の見守り活動（子育てボランティア増と質の向上） ２４人 ２７人 

冬場の遊び場確保 ０ １ヶ所 

各公園等の整備、設置   

特別支援連携協議会 年２回 年２回 

特別支援教育に関する学習会 ― 年２回開催 
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■現状と課題 

 

村では、地域の特色ある教育や多様な体験活動などを通して、創造的な教育の推進を進めています。

また、情報化社会やグローバル化に対応すべく、情報教育や国際理解教育にも努めています。今後も将

来を担う子どもの学びに対して様々な体験や創造などの教育を継続して展開することが期待されてい

ます。 

一方、学校施設については一部学校で老朽化が著しい状況であり施設の整備や改修の検討が必要とな

っています。また、ICT を活用した教育など教育の情報化ビジョンに対応した設備等の整備も求められ

ています。 

支援が必要な子どもへの教育では、適切な指導や支援、関係機関との連携強化が図られているものの、

今後は専門教員などの人材の確保が課題となっています。 

豊かな子どもの成長は、将来を担う人材育成に大きく関わるものであり、未就学児を対象とする保育

所及び保健福祉課との連携強化も必要であるとともに、ICT 活用においては生涯学習との連動も有効で

あることから、教育分野という視点での関係部局が連携した一貫性のある取組みを進め、ふるさと猿払

を愛し、魅力ある人を育むことが求められます。 

 

■重要な視点 

 

 

 

 

 

 

■基本方針と他施策との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18 学校教育 

一貫性のある教育の推進 

特色のある創造的な教育の推進 

7．自然環境 

【基本方針】 【関連する施策】 

子どもの学びを 
支える良質な 
教育環境 

17．子育て・児童福祉 

村ならではの一貫性
のある教育の提供 

特別支援教育の周知と推進 

教育環境の向上・充実 

20．歴史・文化 

6．情報発信 

8．土地利用・施設配置 

グローバル化に対応
した人づくり 

21．スポーツ・レクリエーション 

22．国内外交流・村内交流 



58 

■基本目標 

子どもの育ちを支え、豊かな心と創造的な学力を育む学校教育を推進します。 

 

■基本方針と主要な取組み 

 

基本方針１ 一貫性のある教育の推進 

子どもの学びや成長を一体的に考慮し、未就学児から小学生・中学生、さらには生涯学習へと一貫

性のある教育を推進します。 

（1）一貫性ある接続と教育連携 

 

基本方針２ 特色のある創造的な教育の推進 

情報教育や国際教育に対応した ICT の活用等、豊かな心や体験を育むための猿払村ならではの教育

を展開し、学力を高めます。 

（1）ICT を活用した教育の充実  （2）多様な体験活動の推進 

 

基本方針３ 特別支援教育の周知と推進 

特別支援教育に関わる人材育成や関係機関との連携など支援が必要な子どもに対する体制づくり

を進めます。また、子ども個人の成長に応じて適切な教育を受けることができるよう保護者等の理解

を高めます。 

（1）関係機関との連携強化による体制づくり （2）住民への積極的な情報提供 

 

基本方針４ 教育環境の向上・充実 

子どもの良質な学びを支える専門職員など人材を適切に配置します。加えて、老朽施設等への更新

や対応に取組み、教育環境を向上させます。 

（1）適切な専門職員の配置   （2）学校施設・設備の計画的な改修と更新 

（3）地域を巻き込んだ教育の推進、情報発信 

 

■村民及び事業者のかかわり方 

【村 民】学校での教育活動に対する理解と支援  家庭学習に対する理解と取組み 

特別支援教育に関する学習と理解の向上 

【事業者】教育環境の適時整備  保護者や地域等に対する教育活動の情報提供 

特別支援教育に関する保護者等への学習機会の提供 

 

■成果指標 

 

 

 

 

  

指標 現状値 目標値 

特別支援教育に関する学習会 ― 年２回開催 

学校支援員の配置 ４人 状況に合わせて適時 

補助教職員の配置 １人 状況に合わせて適時 

特別支援専任職員の採用 ― 事務局配置１名 
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■現状と課題 

 

猿払村では、生涯学習講座の開催、図書館の整備など、

様々な世代の人が学習できる環境の整備を進めています。

今後より多くの人が、生涯学習について理解や興味を持て

るように、村民全体の意識や知識の向上が必要となりま

す。また、生涯学習においては、様々なニーズが出てきて

おり、様々な分野で充実した内容を提供していくことが求

められています。そのためには、ニーズの把握や部署間で

連携して取組む必要性があります。また、村民の中には、

音楽やスポーツ、料理が得意な人など、様々な特技を持った貴重な人材がいます。そのような村の貴重

な人材を活かすとともに、既存の団体やサークルについても連携した取組みを行い、より充実した学習

の場の提供することが求められています。 

 

■重要な視点 

 

 

 

 

 

 

■基本方針と他施策との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19 

 

生涯学習 

多様な生涯学習ニーズへの対応 

生涯学習環境の整備 

8．土地利用・施設配置 

【基本方針】 【関連する施策】 

多様なニーズに対
応した機会と内容

の充実 

17．子育て・児童福祉 

生涯学習に関わる
人材の育成と村民

の参加促進 

20．歴史・文化 

6．情報発信 

21．スポーツ・レクリエーション 

22．国内外交流・村内交流 

18．学校教育 
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■基本目標 

誰もが学ぶことができる生涯学習の機会を提供し、村民の豊かな暮らしや生きがいづくりにつなげ

ます。 

 

■基本方針と主要な取組み 

 

基本方針１ 多様な生涯学習ニーズへの対応 

多様化する生涯学習ニーズに対応した、各種教室やサークルなどの機会を拡大します。 

（1）生涯学習の機会拡大と情報提供 

（2）団体やサークルとの連携 

 

基本方針２ 生涯学習環境の整備 

生涯学習に関わる取組みにおいて、誰もが生涯学習に参加できる良好な環境づくりを進めます。 

（1）部署間の連携強化 

（2）村内人材の発掘と参加促進 

（3）大学生など外部人材による学習支援の推進 

（4）社会教育委員の活用 

 

■村民及び事業者のかかわり方 

【村 民】既存の団体やサークル活動への積極的な関わり 

趣味や特技を持つ人材の講師や指導者としての関わり 

【事業者】既存の団体やサークル活動の情報提供 

住民の学習ニーズの把握趣味や特技を持つ人材の把握・発掘 

住民ニーズに即した生涯学習の機会の提供 

 

■成果指標 

 

 

 

 

 

  

指標 現状値 目標値 

人材バンクの整備 ― リストの作成 

生涯学習講座等の開催 20 事業 ニーズ調査により実施 

生涯学習ニーズ調査の実施 ― 計画作成時に合わせて 
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■現状と課題 

 

猿払村には埋蔵文化財が多くあるほか、郷土資料の収集・

展示など歴史資料の保存に努めていますが、郷土資料室の

老朽化や有効活用などは今後の検討課題となっています。 

また、村内の子どもの多くが音楽を習っていることから、

猿払村ならではの文化的活動を展開することも幼少期から

の人づくりに対して求められています。 

地域の歴史や伝統行事を保全し活用すること、村民が

様々な芸術文化に触れることは、地域への愛着や豊かな人

づくりにつながります。そのため、村民が芸術や文化に触れる機会を増やすとともに、村民の文化的な

活動や暮らしを支援することが求められます。 

 

■重要な視点 

 

 

 

 

 

 

■基本方針と他施策との関連 
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歴史・文化 

歴史の保全・活用 

芸術文化に触れる機会の充実 

【基本方針】 【関連する施策】 

村の歴史文化の伝承 
村民の文化的な 

暮らしの充実 

6．情報発信 

村への愛着や 

誇りの醸成 

村民主体の活動の支援 

4．観光 

18．学校教育 

19．生涯学習 
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■基本目標 

村特有の歴史文化を保全・活用することで、子どもをはじめとした村民の豊かな感性を培い、豊か

な暮らしと人づくりを目指します。 

 

■基本方針と主要な取組み 

 

基本方針１ 歴史の保全・活用 

村の歴史的な資料や遺産などを保全するとともに有効活用に努めます。 

（1）歴史の保存、資料館の設置 

 

基本方針２ 芸術文化に触れる機会の充実 

村民が芸術文化に触れる機会を創出し、文化的で豊かな感性や活動を育みます。 

（1）音楽等の芸術文化活動の推進 

（2）日常的な文化観賞の機会創出・充実 

（3）イベント等の情報提供 

 

基本方針３ 村民主体の活動の支援 

歴史文化の保全・活用に向けて、文化団体等の活動が活発になるよう支援します。 

（1）文化団体やサークルへの活動支援 

（2）文化活動の拠点づくりやリーダーの育成 

 

■村民及び事業者のかかわり方 

【村 民】既存の団体やサークル活動への積極的な関わり 

趣味や特技を持つ人材の講師や指導者としての関わり 

【事業者】郷土資料の適正な保存と展示施設の充実による地域の歴史の伝承 

文化活動の拠点の整備 

既存の団体やサークル活動の情報提供 

趣味や特技を持つ人材の把握・発掘 

芸術文化鑑賞機会の提供 

 

■成果指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標 現状値 目標値 

郷土資料館の移転・展示 旧役場庁舎 旧浜猿払小学校 

団体・サークル活動リーダーの育成 ―  

文化講座等の開催 ６事業 ニーズ調査により実施 
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■現状と課題 

 

猿払村には、スポーツセンターをはじめ、スキー場やパークゴルフ場などが整備されており、少年団

や各種サークル団体など活発にスポーツ・レクリエーション活動が行われています。また、運動教室や

スポーツイベントなども開催されています。 

しかし、体育施設の老朽化や団体活動の活性化のための指導者の確保、運動教室及びレクリエーショ

ン活動の充実などが今後の課題となっており、それらに対応した継続的な取組みを進め、気軽にスポー

ツやレクリエーションを楽しむことができる環境づくりが求められます。 

 

■重要な視点 

 

 

 

 

 

 

■基本方針と他施策との関連 
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スポーツ・レクリエーション 

活動団体の育成 

活動機会の充実と提供 

【基本方針】 【関連する施策】 

スポーツや 
レクリエーション
の機会の提供 

村民の健やかな 

身体づくり 

10．社会基盤 

16．健康づくり 

スポーツ等を通し

た交流の活発化 

8．土地利用・施設配置 

22．国内外交流・村内交流 

23．地域コミュニティ・住民自治 
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■基本目標 

村民が健やかな心身を保ち、生きがいを持った豊かな生活を送ることができるよう、気軽にスポー

ツを楽しむことができる環境づくりを目指します。 

 

■基本方針と主要な取組み 

 

基本方針１ 活動団体の育成 

各種スポーツ団体やサークルなど、活動団体の育成に向けた支援を行います。 

（1）活動団体への支援 

（2）活動団体の連携促進 

（3）指導者の育成 

 

基本方針２ 活動機会の充実と提供 

村民だれもが気軽にスポーツできるよう、活動機会の提供などの活動環境づくりを進めます。 

（1）多様な活動機会の提供 

（2）スポーツ施設の維持管理 

 

■村民及び事業者のかかわり方 

【村 民】スポーツに対する理解と取組み 

【事業者】既存の団体に対する支援 

住民ニーズに即したスポーツ活動等の提供 

 

■成果指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標 現状値 目標値 

団体・サークル活動リーダーの育成 ―  

スポーツ教室等の開催 15 事業 ニーズ調査により実施 
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■現状と課題 

 

猿払村は、ロシアと地理的にも近く、友好姉妹村であるロシア連邦サハリン州オジョールスキイ村と

四半世紀に渡る国際交流を行っています。 

猿払村内では、多くの中国人の実習生が働いており、最近の国勢調査では、村内人口 2,825 人のとこ

ろ、119 人が外国人であり、村内人口に占める外国人の割合が約 4％となっています。これは、全国や

北海道の外国人人口割合よりも高く、国際交流の観点では恵まれた環境にあると言えます。子どもにと

っては、小さいころから異文化に触れることは貴重な経験であり、教育の視点からも重要です。 

国内交流については、第 6 次総合計画期間中には、自治体交流についても進めており、今後も継続し

ていくことが求められます。また、人と人との交流が少なくなっている中、村民の出会いの場がなくな

っています。猿払村の将来のためにも、今後、結婚の推進は欠かせないものとなってきており、村民に

結婚のきっかけづくりや結婚に対する選択肢を増やすことは重要です。今後は、他市町村等との交流な

ども深め結婚推進イベントの実施などが求められます。 

村内交流については、同じ村に住んでいるのに、顔がわからないなど、人との交流が希薄になってい

る現状があります。異業種や異世代との交流を推進し、村民の顔が見えるまちづくりを進め、地域力の

向上を目指します。 

 

■重要な視点 

 

 

 

 

 

 

■基本方針と他施策との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22 

 

国内外交流・村内交流 

国際交流の推進 

国内交流の推進 

【基本方針】 【関連する施策】 

国内外との 

交流による国際的

な人づくり 

18．学校教育 

多様な交流を 

通した活性化 

4．観光 

20．歴史・文化 

21．スポーツ・レクリエーション 

村民同士の交流や

かかわりの促進 

村内交流の推進 

6．情報発信 

19．生涯学習 
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■基本目標 

「人」との交流を推進することで、村民が新たな発見や異なる視点を得る機会を創出し、村民個々

の人間力を高めます。また、顔の見える交流を進めることで人と人とのつながりを強め、村の地域力

を向上させ、豊かな村への土壌を築きます。 

 

■基本方針と主要な取組み 

 

基本方針１ 国際交流の推進 

オジョールスキイ村との姉妹村交流を大切にし、今後も継続して交流を進めていきます。また、外

国人実習生と村民との交流を推進していきます。 

（1）姉妹村交流の推進  （2）研修生・実習生との交流事業の推進 

 

基本方針２ 国内交流の推進 

自治体間交流を進めることで、猿払村の新たな魅力を再発見、再認識できる機会を創出します。他

市町村間との結婚推進イベントを実施し、後継者問題の解消などにつなげます。 

（1）自治体間交流の推進  （2）他市町村間との結婚推進イベントの推進 

 

基本方針３ 村内交流の推進 

村民それぞれが顔見知りの多い村を目指して交流を進め、職業の違う人たちとの交流や子どもとお

年寄りの交流など年齢の違う世代との交流を進めることで地域の団結力を強め、まちづくりの推進に

つなげます。 

（1）異業種交流の推進  （2）異世代交流の推進 

 

■村民及び事業者のかかわり方 

【村 民】交流事業に対する理解と積極的な参加  姉妹村学童交流事業への参加 

中国人技能実習生との交流事業への参加 国内友好交流事業への参加 

【事業者】歴史的背景を含めた国際交流事業の情報提供 

研修生・実習生との交流事業の情報提供 

中国人技能実習生の交流事業の参加促進及びそのサポート 

国内友好交流先との交流事業の推進 

 

■成果指標 

 

 

 

 

 

 

 

指標 現状値 目標値 

国際交流事業の情報提供 ― 
年２回情報提供 

ＰＲパンフレット作成 

姉妹村学童交流事業参加人数 20 人規模 現状維持 

実習生等との交流事業の情報提供 ― 
年２回情報提供 

ＰＲパンフレット作成 

国内友好交流事業参加人数 3 人(職員のみ) 10 人規模(民間含め) 
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■現状と課題 

 

猿払村には集落が点在しており、それぞれの自治会で地域コミュニティ活動が進められていますが、

集落によっては人口減少・高齢化によって、地域コミュニティの維持も困難になりつつあります。今後

も人口減少が予想される中では、村民同士の支え合いや村民自らによる活動などがコミュニティ維持に

求められます。 

そのため、地域のことは地域で行う考え方のもと、自主的なコミュニティ活動が活発化するよう、自

治会での自主的な活動や各種団体によるまちづくり活動に対して支援を行っていく必要があります。 

なお、地域コミュニティ活動の取組みは、村の文化や歴史を伝承していくことにもつながるほか、村

民の村に対する誇りや愛着を高めることにつながります。 

また、男女間の不平等をなくし互いに人権が尊重される男女共同参画の地域社会をつくることも求め

られています。 

 

■重要な視点 

 

 

 

 

 

 

■基本方針と他施策との関連 
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地域コミュニティ・協働 

地域コミュニティ活動の推進 

協働のまちづくりの促進 

【基本方針】 【関連する施策】 

村民と村の協働の 

まちづくりの推進 

3．商業 

6．情報発信 

13．地域福祉 

村への愛着や 

誇りの醸成 

男女共同参画の推進 

19．生涯学習 

20．歴史・文化 

地域コミュニティ

活動の促進 

21．スポーツ・レクリエーション 

22．国内外交流・村内交流 
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■基本目標 

猿払村まちづくり理念条例に基づき、協働の考え方のもと、村民による活動を活発化し、地域コミ

ュニティ醸成を図ります。さらには、地域への誇りや愛着を高めます。 

 

■基本方針と主要な取組み 

 

基本方針１ 地域コミュニティ活動の推進 

集落ごとの地域コミュニティ活動を活性化させます。 

（1）自治会等の活動活発化に向けた支援 

（2）地域コミュニティに関わる機会の充実 

（3）活動の拠点や施設の維持管理 

 

基本方針２ 協働のまちづくりの促進 

協働のまちづくりに向けた意識醸成や人材育成、多様な機会の創出等に取組みます。 

（1）まちづくり懇談会等の充実 

（2）村民参加の機会拡大 

（3）地域担当職員制度の推進 

 

基本方針３ 男女共同参画の推進 

村民一人ひとりが活躍できる村づくりを進めます。 

（1）男女共同参画に関わる村民への意識啓発 

 

 

■村民及び事業者のかかわり方 

【村 民】自治会活動・村政への積極的な参加 

 

■成果指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標 現状値 目標値 

まちづくり懇談会への村民参加者数 H26 91 人（2 回） 100 人（1 回） 
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■現状と課題 

 

地方の人口減少・少子高齢化が特に進んでいる中、猿払

村においても将来的に懸念されており、人口減少への歯止

めとして、移住定住が重要なキーワードの一つとなってい

ます。 

村では地域おこし協力隊の募集を進めており、現在 1 名

の隊員が猿払村へ移住しています。今後は、地域おこし協

力隊を含めた他地域からの移住定住を促進することが求め

られます。 

移住定住促進においては、村の魅力や暮らしなど地域情報を発信することはもちろん、「ちょっと暮

らし」などの村での体験を通してファンになってもらい、短期間滞在や二地域居住から移住につながる

きっかけづくりが重要となります。また、移住定住先に向けては雇用や住居なども必要となることから、

情報発信のみならず、雇用や住居などの環境を整えていくことが求められます。 

これらの取組みを連動させることで、積極的に移住定住を促進することが求められています。 

 

■重要な視点 

 

 

 

 

 

 

■基本方針と他施策との関連 
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移住定住 

地域おこし協力隊の募集促進 

移住体験等の充実 

【基本方針】 【関連する施策】 

猿払村での 

暮らしの積極的な 

情報発信 

移住定住への 

きっかけづくり 

1．水産業 

6．情報発信 

9．住宅環境 

移住定住 

しやすい体制や 

仕組みづくり 

移住定住に関する情報発信 

2．農林業 

4．観光 

22．国内外交流・村内交流 
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■基本目標 

村の資源や魅力を効果的に発信するとともに、その受入環境を整備し、猿払村への移住定住を促し

ます。 

 

■基本方針と主要な取組み 

 

基本方針１ 地域おこし協力隊の募集促進 

今後も継続的に地域おこし協力隊の募集を行います。加えて、地域おこし協力隊への雇用や暮らし

に関わる支援を推進します。 

（1）地域おこし協力隊の積極的な募集 

（2）地域おこし協力隊への支援推進 

 

基本方針２ 移住定住につながる体験等の充実 

移住定住を促進するため、短期間滞在などのちょっと暮らしを促進し、ちょっと暮らしを体験でき

る環境整備や体験プログラムの充実を図ります。 

（1）ちょっと暮らしの環境づくり 

（2）体験プログラムの構築・充実 

 

基本方針３ 移住定住に関する情報発信 

村の魅力など移住定住に関わる積極的な情報発信と、移住者を支援する制度の検討など環境づくり

を推進します。 

（1）積極的な情報発信 

（2）移住定住に関わる支援制度の検討 

 

■村民及び事業者のかかわり方 

【村 民】移住者・ちょっと暮らし体験者との積極的な交流 

【事業者】移住者の雇用受入の推進 

 

■成果指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標 現状値 目標値 

地域おこし協力隊の人数 1 人 5 人 

移住者数 － 5 年で 5 家族 

ちょっと暮らし体験者数 － 5 年で 50 家族 
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■現状と課題 

 

猿払村では、効率的かつ効果的な事務事業や適正な人員

配置など、行政サービスの向上に努めてきました。また、

財政においても、健全な財政運営に取組んでいます。 

しかし、今後の人口減少や少子高齢化の社会情勢におい

ては、効率的な行政運営や村の財政基盤の安定化はますま

す重要度が増していきます。 

そのため、刻一刻と変化する社会情勢に対応しながら、

計画的かつ安定した行政運営に取組むことが必要となりま

す。多様なニーズや複雑化する地域課題に対して、庁内の

部署間の連携を図り複合的な効果を生み出す取組みや、優先順位を付けた計画的かつ着実な行財政運営

に努めることが重要となっています。 

安定した行政運営と健全な財政運営に取組むことで、村民の豊かな生活基盤を構築していくことが必

要です。 

 

■重要な視点 

 

 

 

 

 

 

■基本方針と他施策との関連 
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行政基盤 

行政組織の効率化 

行財政基盤の健全化 

【基本方針】 【関連する施策】 

安定した行政運営 
社会情勢に応じた
計画的かつ適応力
のある行財政 

全施策 

広域行政の推進 

社会保障制度の充実 
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■基本目標 

効率的かつ効果的で適応力に富んだ行財政の運営により行政サービスを向上させ、村民の豊かな暮ら

しを支える持続可能な潤いある村を目指します。 

 

■基本方針と主要な取組み 

 

基本方針１ 行政組織の効率化 

社会情勢に応じて組織の見直しや職員の資質向上により効率的な行政運営を進めます。 

（1）時代に則した組織の見直し 

（2）職員の資質向上 

 

基本方針２ 行財政基盤の健全化 

村の基盤となる効率的で健全な行財政を進めるとともに、積極的に自主財源の確保に取組みます。 

（1）効率的で健全な行財政の推進 

（2）自主財源の確保 

 

基本方針３ 広域行政の推進 

近隣市長との連携を強化し、広域行政を推進します。 

（1）近隣市町との連携強化 

 

基本方針４ 社会保障制度の充実 

適切な社会保障制度の運用に努めるとともに充実を図ります。 

（1）適切な社会保障制度の運用 

 

■村民及び事業者のかかわり方 

【村 民】村政への積極的な参画 

 

■成果指標 

 

 

 

 

 

 

指標 現状値 目標値 

実質公債費比率 11.0％（H25） 10.0％ 

ふるさと寄附金額（年間） 35 百万円 100 百万円 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付属資料 
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第７次猿払村総合計画策定経過 
 

 

平成 26 年 10 月  第７次猿払村総合計画策定に関する村民アンケート調査 

平成 26 年 11 月 13 日  さるふつと自分の未来を考える小学生ワークショップ 

平成 26 年 11 月 21 日  さるふつと自分の未来を考える中学生ワークショップ 

平成 27 年 ２月 9 日  第１回総合計画策定委員会 

平成 27 年 ２月 ９日  村長ヒアリング 

平成 27 年 ３月 ６日  第１回総合計画策定委員会係長会議 

平成 27 年 ４月 15 日  第１回総合計画策定審議会 

平成 27 年 ４月 15 日  第２回総合計画策定委員会係長会議 

平成 27 年 ４月 15 日  団体ヒアリング（猿払村商工会青年部） 

平成 27 年 ４月 22 日～24 日 各課ヒアリング 

平成 27 年 ５月 12 日  団体ヒアリング（子育てボランティア） 

平成 27 年 ５月 18 日  第２回総合計画策定委員会 

平成 27 年 ５月 18 日  第３回総合計画策定委員会係長会議 

平成 27 年 ６月 10 日  第３回総合計画策定委員会 

平成 27 年 ６月 17 日  第２回総合計画策定審議会 

平成 27 年 ７月 １日  第４回総合計画策定委員会 

平成 27 年 ８月 11 日  第５回総合計画策定委員会 

平成 27 年 ８月 18 日  第４回総合計画策定委員会係長会議 

平成 27 年 ８月 25 日  第３回総合計画策定審議会 

平成 27 年 ９月 10 日  第６回総合計画策定委員会 

平成 27 年 11 月 10 日～13 日 第７回総合計画策定委員会 

平成 28 年 ２月 25 日  第８回総合計画策定委員会 

平成 28 年 ３月 ７日  第４回総合計画策定審議会 
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猿払村総合計画策定審議会条例（抜粋） 
 

（趣旨） 

第１条 この条例は、地方自治法（昭和22年法律第67号）第138条の４第３項の規定に基づき猿払村総合

計画策定審議会の設置及び運営に関する事項を定めるものとする。 

（設置） 

第２条 村長の諮問に応じ村の総合計画に関し必要な調査及び審議を行わせるため猿払村総合計画策

定審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

（組織） 

第３条 審議会は委員30名以内で組織する。 

２ 委員は、次の各号に掲げる者の中から村長が委嘱する。 

(１) 公共的団体の推薦する者及び識見者 26名以内 

(２) 村民公募による者 ４名以内 

（会長及び副会長） 

第４条 審議会に会長及び副会長を置き、委員の互選によってこれを定める。 

２ 会長は、審議会を代表し会務を総理し、会議の議長となる。 

３ 副会長は、会長に事故あるとき又は、欠けたときその職務を代理する。 

（委員） 

第５条 委員は当該諮問に係る審議が終了したときは解任されるものとする。 

（会議） 

第６条 審議会は、委員の半数以上が出席しなければ会議を開くことができない。 

２ 審議会は、会長が招集する。 

３ 審議会の議事は出席委員の過半数で決し可否同数のときは、会長の決するところによる。 

（部会の設置） 

第７条 審議会に必要に応じて部会を置くことができる。 

（報酬及び費用弁償） 

第８条 委員には、非常勤特別職の職員に対する給与等に関する条例（昭和22年条例第４号）により報

酬及び費用弁償を支給する。 

（庶務） 

第９条 審議会の庶務は、企画政策課企画係において処理する。 

（雑則） 

第10条 この条例に定めるもののほか、審議会に関し必要な事項は村長が定める。 
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猿払村総合計画策定審議会委員名簿 
 

氏名 住所 団体名 備考 

藤 本   霞 浜鬼志別 猿払村教育委員会  

小 尾 淳 一 豊里 猿払村農業委員会  

沖 野 平 昭 知来別 猿払村漁業協同組合  

大 谷   永 浜鬼志別 猿払村漁業協同組合青年部  

沖 野 好 子 知来別 猿払村漁業協同組合女性部  

庄 司 清 勝 鬼志別西町 東宗谷農業協同組合猿払支所  

尾 山 敬 貢 浅茅野 東宗谷農業協同組合猿払支所青年部  

柴 田 智 子 芦野 東宗谷農業協同組合猿払支所女性部  

堀 籠 光 雄 鬼志別南町 猿払村商工会  

太 田 賢 佑 浜鬼志別 猿払村商工会青年部 副委員長 

渡 辺 郁 子 猿払 猿払村商工会女性部  

井 上 勝 敏 浅茅野台地 猿払村自治会連合会 委員長 

工 藤 幸 雄 知来別 猿払村自治会連合会  

柴 田 耕 治 芦野 猿払村自治会連合会  

瀧 澤   望 鬼志別南町 猿払村観光協会  

安 田 正 一 鬼志別北町 猿払村建設協会  

鳥谷部 淳 子 浜鬼志別 猿払村文化協会  

川 谷 英 夫 浜猿払 猿払村体育協会  

船 木   他 浜鬼志別 猿払村消防団  

高 橋   誠 芦野 猿払村交通安全協会  

福 永 英 一 豊里 猿払村社会福祉協議会  

黒 木 敏 郎 鬼志別北町 猿払村ＰＴＡ連合会  

畠 山 末 蔵 鬼志別北町 猿払村防犯協会  

槙   展 宏 鬼志別北町 猿払村校長会  

塩 原   悟 浅茅野 猿払村教頭会  

大 塚 勝 春 浜鬼志別 猿払村身体障害者福祉協会  

中 居 恵 子 鬼志別南町 公募  

赤 瀬 義 範 鬼志別南町 公募（稚内信用金庫鬼志別支店）  
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村長の諮問及び総合計画策定審議会の答申 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27 猿 企発第 27 号  

平成 27 年 4 月 15 日  

 

猿払村総合計画策定審議会 

会 長 井 上 勝 敏 様 

 

猿払村長 伊 藤 浩 一 

 

第７次猿払村総合計画について（諮問） 

 

 第６次猿払村総合計画（計画期間：平成 23 年度～27 年度）の計画期間終了を迎える

にあたり、次期の猿払村総合計画の策定について、下記のとおり諮問いたします。 

 

記 

 

１ 計画の期間 平成２８年４月１日～平成３８年３月３１日 

２ 策定内容  基本構想・基本計画 

 

平成 28 年 3 月７日  

 

猿払村長 伊 藤 浩 一 様 

 

猿払村総合計画策定審議会 

会 長 井 上 勝 敏 

 

第７次猿払村総合計画について（答申） 

 

 平成２７年４月１５日付けで諮問のありました、第７次猿払村総合計画（基本構想・

基本計画）について、慎重に審議した結果、猿払村の新たなまちづくりの指針として、

別紙のとおり取りまとめたので、ここに答申します。 

 

記 

 

１ 計画の期間 平成２８年４月１日～平成３８年３月３１日 

２ 策定内容  基本構想・基本計画 

 



79 

第７次猿払村総合計画策定委員会設置要綱（抜粋） 
 

（設置） 

第１条 猿払村第７次総合計画（以下「総合計画」という。）を策定するため、猿払村総合計画策

定委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

（組織） 

第２条 委員会は委員長、副委員長及び委員をもって、別表のとおり、その職にある者で組織する。 

２ 委員会の事務局は企画政策課に置き、事務局長は企画政策課長とする。 

（所管事務） 

第３条 委員会は次に掲げる事務を所掌するものとする。 

(１) 猿払村総合計画策定審議会条例（昭和45年条例第６号）により設置される猿払村総合計画

策定審議会（以下「審議会」という。）に対する諮問案の作成に関すること。 

(２) 審議会が行う調査及び審査に対し、求めに応じた報告及び資料等の作成に関すること。 

(３) その他、総合計画の策定に関し必要なこと。 

（委員長の職務） 

第４条 委員長は会議の議長となる。 

２ 委員長に事故あるときは、副委員長がその職務を代理する。 

（会議の招集） 

第５条 会議は委員長が招集する。 

２ 委員長は、第２条第１項に定める者のほか必要と認める者を会議に出席させることができる。 

（任期） 

第６条 委員の任期は、総合計画の策定が完了する日までとする。 

（部会） 

第７条 委員長は、必要に応じて委員会に部会を置くことができる。 

（雑則） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員会に諮って定める。 

 

総合計画策定委員会の構成   

委員長 副村長 委員 教育委員会教育次長 

副委員長 教育長 〃 議会事務局長 

委員 総務課長 〃 保育所長 

〃 住民課長 〃 国保病院事務長 

〃 保健福祉課長 〃 消防支署長 

〃 産業課長 事務局長（委員兼任） 企画政策課長 

〃 建設課長 事務局次長 企画政策課長補佐 

〃 出納室長 事務局員 企画政策課企画係 
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１年未満, 32人, 

4.4%

１～１０年, 88人, 

12.1%

１１～２０年, 

94人, 12.9%

２１～３０年, 

111人, 
15.3%

３１年以上, 

394人, 
54.3%

無回答, 7

人, 1.0%

居住期間（通算）

第７次猿払村総合計画策定に関する村民アンケート調査結果 
 

「第 7 次猿払村総合計」の策定にあたり、村民の新しいまちづくりに対

する意識や意向を調査・把握し、計画策定の基礎資料とすることを目的と

して、村内に居住する 16 歳以上の村民から、無作為に抽出した対象 1,470

人の方へアンケート調査を行いました。ご協力ありがとうございました。 

ここでは、主要な項目について抜粋した概要をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．回答者の状況 

■回答者の属性 

・性別は、男性 340 人（46.8％）、女性 331 人（45.6％）。 

・回答者の年齢は、「50～59 歳（20.9％）」が最も多く、次いで「40～49 歳（17.1%）」、

「30～39 歳（13.1%）」となっています。 

・通算で村に住んでいる期間は、「31 年以上（54.3%）」が半数以上で最も多く、比較的

期間の短い「10 年以下」は 16.5%となっており、転勤や移住などがあることがうかが

えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■アンケート調査概要 

調査対象：村内に居住する 16 歳以上の村民から無作為抽出した 1,470 人 

調査期間：平成 26 年 10 月 10 日（金）～22 日（水） ※11 月 6 日終了 

回収結果： 

対象者数（人） 回収数（人） 有効回収数（人） 有効回収率 

1,470 729 726 49.3％ 

 

（いずれもＮ＝７２６） 

男性, 340人, 

46.8%女性, 331人, 

45.6%

無回答, 55人, 7.6%

性 別
１０歳代, 

14人, 1.9%

２０～２９歳, 

71人, 9.8%

３０～３９歳, 

95人, 13.1%

４０～４９

歳, 124人, 
17.1%５０～５９

歳, 152人, 
20.9%

６０～６４

歳, 70人, 
9.6%

６５～６９

歳, 51人, 
7.0%

７０～７４

歳, 42人, 
5.8%

７５～７９

歳, 34人, 
4.7%

８０歳以

上, 60人, 
8.3%

無回答, 

13人, 
1.8%

年 齢



81 

住みよい

14.3

4.2

6.3

11.3

17.1

15.7

31.4

26.2

29.4

45.0

9.4

4.5

7.4

11.7

25.4

まあまあ

住みよい

50.0

31.0

43.2

38.7

37.5

58.6

39.2

54.8

55.9

38.3

43.8

34.1

31.9

36.9

47.5

どちらとも

いえない

14.3

19.7

22.1

21.0

21.1

12.9

9.8

4.8

5.9

8.3

18.8

21.6

28.7

18.0

12.2

住みよいとは

いえない

14.3

32.4

25.3

25.8

23.0

11.4

13.7

7.1

2.9

6.7

28.1

33.0

27.7

27.9

11.7

住みにくい

7.1

12.7

3.2

3.2

1.3

1.4

3.9

4.8

5.9

0.0

0.0

6.8

4.3

5.4

2.5

無回答

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.0

2.4

0.0

1.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【凡 例 】

１０歳代（N=14）

２０～２９歳（N=71）

３０～３９歳（N=95）

４０～４９歳（N=124）

５０～５９歳（N=152）

６０～６４歳（N=70）

６５～６９歳（N=51）

７０～７４歳（N=42）

７５～７９歳（N=34）

８０歳以上（N=60）

１年未満（N=32）

１～１０年（N=88）

１１～２０年（N=94）

２１～３０年（N=111）

３１年以上（N=394）

猿払村の住みよさ

年

齢

別

居
住
年
数
別

２．猿払村の住みよさについて 

■住みよさ 

・「住みよい」「まあまあ住みよい」が合わせて 59.2%

と、約 6 割の方が住みよい村と感じています。 

・年齢別に見ると、10 歳代を除き、年齢が高くなる

につれて「住みよい」「まあまあ住みよい」と感じ

る方が多い傾向となっています。 

・20 歳代では、「住みよい」「まあまあ住みよい」と

感じている人は計 35.2%で、「あまり住みよいとは

いえない」「住みにくい」が計 45.1%と住みにくさ

を感じていることいえます。 

・居住年数別では、31 年以上と長く猿払村に住んで

いる人は 7 割以上が住みよいと感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住みよい, 

128人, 

17.6%

まあまあ住みよ

い, 302人, 41.6%

どちらともいえ

ない, 121人, 
16.7%

あまり住

みよいと

はいえな

い, 141人, 
19.4%

住みにくい, 

27人, 3.7% 無回答, 7

人, 1.0%

住みよさ

（Ｎ＝７２６）
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■住みよい理由 

・住みよい理由は、「自然環境がよい（67.0%）」「長年住み慣れて愛着がある（53.3%）」

「自分の家や土地がある（49.1%）」が多くなっています。 

・年齢別に見ると、全体の傾向と大きな違いはないものの、70 歳以上では「長年住み慣

れて愛着がある」「自分の家や土地がある」「近所づきあいがしやすい」が高くなってい

ます。 

・30 歳代では、「子育て環境や教育環境がよい」が 40.4%と比較的高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■住みにくい理由 

・住みにくい理由は、「買い物に不便（83.3%）」「交通の便がよくない（66.7%）」「病院や

福祉施設が少ない（49.1%）」「働く場所が少ない（48.2%）」が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■将来的な定住意向 

「住みよい」「まあまあ住みよい」と思う理由 

「あまり住みよいとはいえない」「住みにくい」と思う理由 

 

年齢別 

67.0

53.3

49.1

33.0

14.9

11.4

7.4

7.0

6.7

4.7

3.3

3.3

3.0

3.0

2.6

0.9

0.5

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然環境がよい

長年住み慣れて愛着がある

自分の家や土地がある

近所づきあいがしやすい

子育て環境や教育環境がよい

道路等の生活環境が整っている

病院や福祉施設が充実している

行政のサービスが充実している

働く場所が多い

防災対策が整っている

交通の便がよい

防犯対策が整っている

公共施設（体育館等）が整っている

レクリエーションの場が多い

買い物に便利

歴史・文化資産が充実している

その他

無回答
（Ｎ＝４３０）

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

自然環境が

よい

長年住み慣れ

て愛着がある

自分の家や土

地がある

近所づきあいが

しやすい

子育て環境や

教育環境がよい

道路等の生活

環境が整ってい

る

病院や福祉施

設が充実してい

る

行政のサービス

が充実している

１０歳代 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代

５０歳代 ６０歳代 ７０歳代 ８０歳以上

83.3

66.7

48.2

32.7

9.5

8.9

8.3

7.7

7.1

6.5

6.0

4.8

3.0

2.4

0.6

8.9

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

買い物に不便

交通の便がよくない

病院や福祉施設が少ない

働く場所が少ない

近所づきあいがしにくい

道路等の生活環境が整っていない

公共施設（体育館等）が整っていない

行政のサービスが充実していない

子育て環境や教育環境がよくない

家・土地が取得しにくい

レクリエーションの場が少ない

自然環境がよくない

防災対策が整っていない

防犯対策が整っていない

歴史・文化資産の活用が不十分

その他

無回答
（Ｎ＝１６８）

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
買い物に不便

交通の便がよくな

い

病院や福祉施設が

少ない

働く場所が少ない

近所づきあいがし

にくい

道路等の生活環境

が整っていない

公共施設（体育館

等）が整っていない

行政のサービスが

充実していない

１０歳代 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代

５０歳代 ６０歳代 ７０歳代 ８０歳以上

年齢別 
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・将来的な定住意向は、「将来も住み続けた

い」が 35.4%となっているものの、「わから

ない」が最も多く 41.5%となっています。 

・年齢別では、60 歳以上は「住み続けたい」

が半数程度または半数以上となっていま

す。 

・一方、20 歳代では、「住み続けたくない

（19.7%）」が「住み続けたい（18.3%）」よ

り多くなっています。 

・居住年数別では、年数が長くなるにつれて

「住み続けたい」が多く、1～10 年と比較

的短い居住年数の住民は「住み続けたくな

い」を考えられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

将来も住み続け

たい, 257人, 

35.4%

住み続けたくな

い, 85人, 11.7%

わからない, 

301人, 41.5%

無回答, 

83人, 
11.4%

将来的な定住の意向

（Ｎ＝７２６）

住み続けたい

21.4

18.3

25.3

32.3

26.3

44.3

51.0

59.5

50.0

60.0

6.3

10.2

24.5

26.1

49.0

住み続けたくない

7.1

19.7

16.8

17.7

11.2

5.7

3.9

4.8

0.0

5.0

12.5

26.1

16.0

15.3

6.3

わからない

64.3

57.7

48.4

46.8

52.0

37.1

33.3

16.7

20.6

15.0

78.1

58.0

52.1

45.9

31.5

無回答

7.1

4.2

9.5

3.2

10.5

12.9

11.8

19.0

29.4

20.0

3.1

5.7

7.4

12.6

13.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【凡 例 】

１０歳代（N=14）

２０～２９歳（N=71）

３０～３９歳（N=95）

４０～４９歳（N=124）

５０～５９歳（N=152）

６０～６４歳（N=70）

６５～６９歳（N=51）

７０～７４歳（N=42）

７５～７９歳（N=34）

８０歳以上（N=60）

１年未満（N=32）

１～１０年（N=88）

１１～２０年（N=94）

２１～３０年（N=111）

３１年以上（N=394）

将来的な定住の意向

年

齢

別

居
住
年
数
別
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３．村の暮らしや村政に関する満足度・重要度について 

■住みよさ 

・『重点的に取り組むべきもの』としては、「医療」「雇用機会」のほか、「居住環境」「公

共交通」「商工業」となっています。「農林業」も比較的重要度が高くなっています。 

・『一層のレベルアップが期待されるもの』では、「子育て支援」や「水産業」、「高齢者福

祉」「道路」などとなっています。 

・産業振興としては、「水産業」「農林業」「商工業」「雇用機会」の産業振興は、重点的に

取り組むべき施策が求められています。 

・「医療」のほか、「子育て支援」「高齢者福祉」についても重点的に、または継続的に取

り組むことが期待されています。 

・一方、「国内・国際交流」や「男女共同参画」「歴史文化伝承」については、重要が高く

なく、その必要性が比較的感じていないといえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3-（13）医療

5-（7）道路

4-（26）雇用機会

4-（22）水産業

6-（11）防災

2-（31）子育て支援

3-（29）高齢者福祉

1-（2）河川・海岸の保全

2-（16）学校教育

1-（3）循環型社会の形成

5-（5）居住環境

5-（8）公共交通

3-（27）健康づくり

6-（12）消防

3-（30）障がい者福祉

4-（21）農林業

3-（32）社会保障

4-（23）商工業

5-（10）上下水道

3-（28）地域福祉

1-（1）自然環境

6-（14）交通安全

4-（24）観光

1-（25）環境・エネルギー

6-（15）防犯

2-（18）青少年育成

1-（4）緑化の推進

7-（9）情報通信

7-（33）協働の村づくり

2-（17）生涯学習

7-（34）地域コミュニティ活動

5-（6）土地利用

2-（20）スポーツ・

レクリエーション

2-（19）歴史文化

伝承

7-（35）男女共同参画

7-（36）国内・国際交流

-0.5

-0.3

-0.1

0.1

0.3

0.5

0.7

0.9

0.2 0.6 1 1.4

満
足
度

重要度

△自然保全・環境

◆子育て支援や教育・文化・スポーツ

■保健・福祉・医療

▲産業振興・雇用

●生活環境

◇安全で安心なまちづくり

□村民参画

※「満足度」及び「重要度」の回答を 5 段階で点数化し、その平均値について「満足度」と「重要度」の関係をグラフ化しています。 

※グラフの軸は「満足度」及び「重要度」それぞれの全項目の平均値としています。 

見直すべき領域 

（満足度が高く、重要度は低い） 

一層レベルアップ 

が期待される領域 

（満足度が高く、重要度も高い） 

早急な改善など重点的に 

取り組むべき領域 

（満足度が低く、重要度が高い） 

いずれ改善が必要な領域 

（満足度が低く、重要度も低い） 
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45.3

38.2

34.2

33.3

24.7

23.0

19.6

18.7

15.3

1.4

7.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

水産業や農業のブランド化

水産業の推進

観光の推進

農業の推進

商工業の推進

新たな産業の参入や起業支援

エネルギー関連産業の推進

企業誘致の推進

周辺市町村と広域連携による産業振興

その他

無回答

地域産業の振興について重要だと思う取り組み

（Ｎ＝７２６）

４．今後のまちづくりに関する重要課題について 

（１）産業振興 

■地域産業の振興 

・「水産業や農業のブランド化（45.3％）」が最も多く、次いで、「水産業の推進（38.2％）」、

「観光の推進（34.2％）」となっており、漁業と酪農を中心としながら、付加価値を高

めたり、観光と連携したりすることなどが期待されています。 

・年齢別では、20 歳代・30 歳代が他の年代と比べ、「観光の推進」への期待が高いとい

えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年齢別 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

水産業や農業のブラン

ド化

水産業の推進

観光の推進

農業の推進

商工業の推進
新たな産業の参入や

起業支援

エネルギー関連産業

の推進

企業誘致の推進

周辺市町村と広域連

携による産業振興

１０歳代 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代

５０歳代 ６０歳代 ７０歳代 ８０歳以上
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42.7

41.6

29.1

23.7

22.7

20.5

19.6

7.9

2.9

10.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

水産物を活用したブランド化の強化

水産資源の保全と漁場の保全、整備

水産物の加工技術の強化

水産物の流通体制の改善や流通施設の整備

漁港などの基盤整備の充実

水産に関する新技術の導入や試験研究機能の強化

漁業者の後継者確保・育成

都市漁村交流の展開

その他

無回答

水産業の振興について重要だと思う取り組み

（Ｎ＝７２６）

■水産業の振興 

・「水産物を活用したブランド化の強化（42.7％）」が最も多く、次いで、「水産資源の保

全と漁場の保全、整備（41.6％）」、「水産物の加工技術の強化（29.1％）」となっていま

す。 

・10 歳代・20 歳代では、「漁業者の後継者確保・育成」が比較的高く、漁業の雇用拡大

への期待が伺えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年齢別 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

水産物を活用し

たブランド化の

強化

水産資源の保

全と漁場の保

全、整備

水産物の加工

技術の強化

水産物の流通

体制の改善や

流通施設の整

備

漁港などの基盤

整備の充実

水産に関する新

技術の導入や

試験研究機能

の強化

漁業者の後継

者確保・育成

都市漁村交流

の展開

１０歳代 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代

５０歳代 ６０歳代 ７０歳代 ８０歳以上
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43.9

34.4

34.2

24.4

24.2

21.8

16.9

3.2

10.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

農業者の後継者確保・育成

農畜産物のブランド化の強化

地元販売・地元消費の推進

農畜産加工・流通体制の整備

農畜産物の加工分野の育成

農業経営基盤強化

村営牧場の活用・拡大

その他

無回答

農業の振興について重要だと思う取り組み

（Ｎ＝７２６）

■農業の振興 

・「農業者の後継者確保・育成（43.9％）」が最も多く、次いで、「農畜産物のブランド化

の強化（34.4％）」、「地元販売・地元消費の推進（34.2％）」となっています。 

・30 歳代では「ブランド化」、10 歳代では「後継者育成」が特に求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年齢別 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

農業者の後継

者確保・育成

農畜産物のブラ

ンド化の強化

地元販売・地元

消費の推進

農畜産加工・流

通体制の整備

農畜産物の加

工分野の育成

農業経営基盤

強化

村営牧場の活

用・拡大

１０歳代 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代

５０歳代 ６０歳代 ７０歳代 ８０歳以上



88 

41.3

37.9

33.1

29.8

29.3

23.8

20.1

20.0

17.9

14.3

11.7

7.7

2.2

8.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

道の駅さるふつ公園の交流拠点機能の強化

地域の水産物や農産物を使った特色ある料理や商品の開発

滞在型や体験型の観光メニューの創出

優れた自然や景観の保全・活用・整備

宿泊施設など受け入れ施設の整備

来訪者への対応、おもてなしサービスの向上

広域連携を活用した観光ＰＲや情報提供の強化

地域の各種イベントや行事内容の充実

地域産業と連携した体験施設の整備

交通体系の整備・利用促進

村民の観光ボランティアなどの人材育成

地域の歴史や文化の保全・活用

その他

無回答

観光の振興について重要だと思う取り組み
（％）

（Ｎ＝７２６）

■観光の振興 

・「道の駅さるふつ公園の交流拠点機能の強化（41.3％）」が最も多く、次いで、「地域の

水産物や農産物を使った特色ある料理（41.3％）」、「滞在型や体験型の観光メニューの

創出（33.1％）」となっており、村の産業や特徴を活かした食や体験などによる高付加

価値化が求められています。 

・年代別では、20 歳代・30 歳代で、宿泊施設などの受入施設も多く上がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年齢別 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

道の駅さるふつ公園

の交流拠点機能の強

化
地域の水産物や農産

物を使った特色ある

料理や商品の開発

滞在型や体験型の観

光メニューの創出

優れた自然や景観の

保全・活用・整備

宿泊施設など受け入

れ施設の整備

来訪者への対応、お

もてなしサービスの

向上
広域連携を活用した

観光ＰＲや情報提供

の強化

地域の各種イベント

や行事内容の充実

地域産業と連携した

体験施設の整備

交通体系の整備・利

用促進

村民の観光ボラン

ティアなどの人材育

成

地域の歴史や文化の

保全・活用

１０歳代 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代

５０歳代 ６０歳代 ７０歳代 ８０歳以上
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59.0

51.8

42.3

33.6

23.7

13.4

2.1

6.5

0.0 20.0 40.0 60.0

村内の雇用の創出

医療や子育て支援、学校教育の充実

移住・定住促進の支援制度の充実

公営住宅の建設

民間住宅の整備促進

都市部でのＩターンＵターンのＰＲ活動

その他

無回答

村民（特に若い世代）の定住促進に向けて重要だと思う取り組み
（％）

（Ｎ＝７２６）

41.6

40.1

37.9

26.9

20.8

2.3

8.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

水産業や農業の廃棄物等を活用した

再生可能エネルギーの推進

ゴミの減量、リサイクルの推進

自然エネルギーなどの利用促進、売電などの推進

村内での資源の循環と村民への還元の仕組みづくり

村内でのゴミ循環システムの推進

その他

無回答

循環型社会に向けて重要だと思う取り組み
（％）

（Ｎ＝７２６）

（２）定住促進 

・村民の定住促進に向けては、「村内の雇用の創出（59.0％）」が最も多く、次いで、「医

療や子育て支援、学校教育の充実（51.8％）」、「移住・定住促進の支援制度の充実（42.3％）」

が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）循環型社会 

・循環型社会に関しては、「水産業や農業の廃棄物等を活用した再生可能エネルギーの推

進（41.6％）」が最も多く、次いで「ゴミの減量、リサイクルの推進（40.1％）」、「自然

エネルギーなどの利用促進、売電などの推進（37.9％）」が多くあげられています。 
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62.5

52.8

44.5

42.0

24.4

19.8

17.2

14.3

1.4

4.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

老人ホームなどの入所施設の充実

家族の在宅介護の負担の軽減

寝たきり、独り暮らし老人などの自立生活に対する支援の充実

高齢者向けの医療や介護、健康づくりの対策の充実

高齢者の雇用の場の整備

生涯学習や趣味活動などの高齢者の余暇の充実

高齢者と幼児、青少年などのふれあい交流の促進

村民の福祉ボランティア活動の強化

その他

無回答

高齢者福祉を推進するために重要だと思う取り組み （％）

（Ｎ＝７２６）

60.1

53.2

37.1

19.8

18.5

13.9

7.4

1.1

4.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

健康面の問題

介護の問題

生活費の問題

いきがいや趣味の問題

仕事の問題

家族の問題

特に不安や心配はない

その他

無回答

老後生活についての不安や心配 （％）

（Ｎ＝７２６）

（４）福祉・医療・健康づくり 

■老後の不安や心配 

・老後生活についての不安や心配は、「健康面の問題（60.1％）」が最も多く、次いで、「介

護の問題（53.2％）」、「生活費の問題（37.1％）」が多くあげられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■高齢者福祉 

・高齢者福祉では、「老人ホームなどの入所施設の充実（62.5％）」が最も多く、次いで、

「家族の在宅介護の負担の軽減（52.8％）」、「寝たきり、独り暮らし老人などの自立生

活に対する支援の充実（44.5％）」が多くなっています。 
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43.3

40.2

38.0

32.5

23.6

18.9

2.3

10.3

0.0 20.0 40.0 60.0

子どもが安心して遊べる公園などの整備

子育てにおける経済的負担への支援

保育所など環境整備や保育サービスの充実

地域で子育てを助け合う支援体制の強化

子育てや子どもの教育に関する相談指導の充実

子どもが地域文化や海外に触れることができる機会や教育プロ

グラムの充実

その他

無回答

子育てや子どもの教育について重要だと思う取り組み （％）

（Ｎ＝７２６）

33.1

28.0

25.8

23.0

22.3

19.4

2.1

13.2

0.0 20.0 40.0

まちづくりに関する情報公開・提供の充実

町内会や自治会など地域の取り組みの充実

アンケートや懇談会など村民の意向を聞く機会の充実

村民主体のまちづくり活動や団体などへの支援

村の計画づくりなどにおける村民参画の拡大

実施した事業に対する村民の評価の機会づくり

その他

無回答

村民参加のまちづくりを進めていくために重要だと思う取り組み
（％）

（Ｎ＝７２６）

（５）子育て・子どもの教育 

・子育てや子どもの教育では、「子どもが安心して遊べる公園などの整備（43.3％）」が最

も多く、次いで、「子育てにおける経済的負担への支援（40.2％）」、「保育所など環境整

備や保育サービスの充実（38.0％）」が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（6）村民参加のまちづくり 

■村民参加の推進 

・村民参加に対しては、「まちづくりに関する情報公開・提供の充実（33.1％）」が最も多

く、次いで、「町内会や自治会など地域の取り組みの充実（28.0％）」、「アンケートや懇

談会など村民の意向を聞く機会の充実（25.8％）」が多くなっています。 
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すでに参加しているし、

これからも参加したい, 

142人, 19.6%

参加してみた

い活動はある

が、参加する

きっかけがな

い, 44人, 6.1%

参加してみたい活

動はあるが、自分

の条件（時間、内

容等）にあわない, 

149人, 20.5%

参加したい

が、どのよう

な活動がある

のかわからな

い, 82人, 
11.3%

参加したい

が、自分に何

ができるのか

何に向いてい

るのかわから

ない, 92人, 
12.7%

活動が必要な

ことはわかる

が、自分は参

加したくない, 

110人, 15.2%

まったく興味

がない, 38人, 
5.2%

無回答, 69人, 
9.5%

地域におけるまちづくり活動

への参加の意思

（Ｎ＝７２６）

■村民のまちづくり活動への参加状況と意向 

・既に参加している人は約 20％、参加したいは約 50％で、参加意向は高いことが伺えま

す。 

・一方で、「参加してみたい活動はあるが、自分の条件（時間、内容等）にあわない」が

20.5％と最も多く、次いで、「すでに参加しているし、これからも参加したい」が 19.8％

となっており、参加のきっかけや参加しやすい機会、活動に関する情報提供などが求め

られています。 
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■1年間に参加した地域活動やまちづくり活動 

・地域活動やまちづくり活動への参加経験は、盆踊りや地域の祭りが多くなっています。 

・「地域の自然保護や環境保護活動」や「郷土の伝統芸能や文化財保存活動」の取組、さ

らには、「まちづくりの企画・リーダー役などのまちづくり活動」「まちづくりや施設整

備などに関するタウンミーティング」などへの参加は少ない状況となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※数値は、「無回答」を含んだ割合であるが、グラフ作成上「無回答」は表示していない。 

 

 

 

 

12.9

5.5

14.3

20.8

22.2

4.7

3.2

16.8

39.8

9.4

9.9

15.6

8.5

25.5

4.0

5.6

29.2

32.1

28.5

31.7

32.0

35.1

25.8

24.8

21.5

33.6

29.1

30.6

32.4

26.6

25.5

26.9

19.7

20.7

20.0

15.0

13.9

20.1

27.5

23.3

14.0

19.0

20.8

19.0

20.9

18.9

28.7

26.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

防災・防火活動

防犯活動

交通安全活動

地域の緑化、清掃など環境美化活動

ゴミの減量化やリサイクル活動

地域の自然保護や環境保全活動

郷土の伝統芸能や文化財保存活動

子ども会やＰＴＡ活動などの青少年育成活動

盆踊りや地域の祭りなどの共同行事

高齢者、障がい者などへの福祉ボランティア活動

子育て支援活動

スポーツ、保健事業への参加などの健康づくり活動

生涯学習や趣味・教養などのグループ活動

自治会・婦人会・老人会などの地域活動

まちづくりの企画・リーダー役などのまちづくり活動

まちづくりや施設整備などに

関するタウンミーティング（対話集会）活動

この１年間に参加した地域活動やまちづくり活動

この１年間に参加した

今後も続けたい、もしく

は新たに参加したい

参加したくない

（％）

（N=726）
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